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馬鈴薯紫染萎黄病に関する研究 (第 1報)

村山大記・四方英四郎
(北海道大学農学部)

塩田弘行
(農林省北海道中央馬鈴薯原原種農場J

関山英吉・桜井 博
(農林省後宏、馬鈴薯原原種農場)

和賀三郎・谷樟 繁
(農林省胆振馬鈴薯原原種農場)

島本幸典
(アジア経済研究所)

Studies on the purple-top wilt of potatoes. 1. 

DAIKI MURAYAMA， EISHIRO SHIKATA， HIROYUKI SHIODA， 

EIKICHI SEKIY AMA， HIROSHI SAKURAI， SABURO W AGA， 

SHIGERU Y AZU and YUKINORI SHIMAMOTO 

1. 緒 言

北海道勇払郡早来町農林省胆振馬鈴薯原原種農場およ

びその周辺にジャガイモ天狗巣病が 1948年頃より発生

することが認められ，とくに 1950年には大発生を見て

世人の注目をひいた(田中ら， 1953; FUKUSHI et al.， 

1955 ;福土ら， 1955;福士・四方， 1955)。 この頃同地方

の作物あるいは雑草に萎黄病の症状を示すものが多数発

見され，とくにジャガイモに萎黄病の症状を呈する株が

多発して，この病害に対する対策が焦眉の急となった。

福士・根本 (1954)は，本病がエゾギク萎黄病ウイノレス

(aster yellows virus)によって起り，キマダラヒロヨコ

バイ (Scleroracusfiavopictus (ISHIHARA)ニ Omaniella

fiavopicta = Ophiola fiavopicta)によって古某介されるこ

とを明らかにした。その後木病は福士によりジャガイモ

紫染萎貰病 (potatopurple-top wilt)と命名(和名)さ

れた(塩田ら， 19ω)。

私共は数年来共同研究として北大農学部および農林省

胆振馬鈴薯原原種農場との協力によって研究を進めつつ

あるが，今迄に得られた研究の一部をここに報告したい

と思う。なお四方英四郎は札幌付近に発生したニンジン

およびトマトの萎黄病について研究したが，組振地方に

おけるジャガイモ紫染萎黄病と同一ウイノレスに起因する

病害と考えられるので本!被告の一部として発表すること

とし7こ。

本報告を草するに当り，終始御懇篤な御指導を頂いた

北海道大学農学部名誉教授福士貞吉博士に衷JL"、感謝の意、

を表する。本研究を行なうに当り種々御高配を頂いた農

林省園芸局元特産課長河原卯太郎氏，特産課長田所蔵氏，

同課班長上松次夫氏，元農場係長山口篤氏に心より深謝

する次第である。また実験遂行上後々御援助を頂いた北

大農学部植物学教室員一同ならびに胆振馬鈴薯原原種農

場長村井俊雄氏ほか一同に対し厚く御礼申し上げる次第

である。ジャガイモ野生種の種子は農林省北海道農業試

験場作物部畑作第二研究室長高瀬昇氏より頂いた。記し

て感謝の意を表する次第である。なお統計上のことにつ

いては北大農学部蚕学教室中田徹氏に，昆虫の形態など

ばついては桑山覚博士および農林省北海道農業試験場虫

害第一研究室石井卓爾氏の教示を得た。ここに深謝する

次第である。

II. 研究史

ジャガイモに萎黄病の症状を示すウイノレス病は世界各

本研究の一部は文部省科学研究費(総合研究， 1962， 63年度)の補助を受けて行なわれたものであるo
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地のジャガイモ栽培地帯から報告されている。これにl対

する報告はきわめて多いが，これらの'=¥='から主なものに

ついて述べてみたし、と思う。なおわが国におし、て発生す

るジャガイモ紫染萎寅病 (purple-topwilt)はエゾギク

萎資病ウイノレス (asteryel10ws virus)によるものが大

部分であると考えられるので，これらの}，I_，~を合めて記述

することとする。

aster yellows virusに関する研究はきわめて多いが，

その中でも KUNKELおよび SEVERINによるものがと

くに多い。 エゾギク萎賞病は 1902年 R.E. SMITHに

よって詳細に病状が記載され，これと類似の病害がキダ

チカミツレ，ヰンセンカ，センジュギクならびにプタク

サに発生することが報告された。その後該病については

KUNKELによる広汎かつ詳細な研究がある。 KUNKEL

(1924)は NewYorkに発生する asteryellowsは

]¥;[acro山 lesjσs吋j-Ol1S(STAL) (==M. di山、ω=cω-

dula divisa = C. SeXl1οtata)によって媒介されることを
証明した。 その後引続き彼 (1925，26， a， b， 28， 30， 31， 

32)は精力的な研究を進め，本病は接木によって伝染す

るが汁液によってはうつらぬこと，このウイノレスは成虫

の体内において少なくとも 10日間の潜伏期聞があり，虫

体内で100日以上感染力を有すること，またミのウイノレ

スは保毒虫の卵を通じてうつらず，種子伝染も行なわぬ

ことを述べた。このウイルスは M.fascゲrOl1Sによって

38科， 150属， 170種の植物にうつるが，感染植物の病徴

は種々で，花器形成不能，花器の葉化，花の奇形，業生，

茎葉の直立性，萎縮，葉脈透化，早期枯死その他であっ

た。しかしてこのウイノレスはジャガイモ，タバコ，モモ，

セノレリーおよびと十クニチソウにはうつらなかった。

OGIL VIE (1927)も Bermudaにおいて asteryellows 

virusが多くの縞物に感染することを報告した。

一方 SEVERIN(1929)は Californiaに発生する aster

yellowsはセノレリーおよびヒャクニチソウに容易に感染

することを主張しニンジン，パセリー，セノレリ~およ

びエゾギクの萎黄病のウイノレスは同ーと思われると述べ

た。 KUNKEL(1931)はエゾギクの近くにヒヤクニチJ
ウを値えたが， t走者には感染が認められず，ジャガイ

モに発病が見られなかったことを報告した。 KUNKEL

(1932)はさらに Severinより asteryellows権病のエ

ゾギクラセノレリーおよびニンジンを Californiaから送

付を受け，実験を試み Californiaの asteryellowsが容

易にセノレリーにうつること， aster J::の各 asteryellows 

の病徴は全く同一であることを報告した。すなわちこれ

らウイノレスは同一ウイルスで系統が異るものとし New

Yorkの asteryellows virus を Ch!orogeJlIIScalliste-

thi HOLMES， Californiaの asteryellows virusを

ChlorogeJlus callistψhi var.じαlijοrl1icusHOLMESと

した (HOLMES，1948)。

わが国て'エゾギク萎寅病の発生が初めて級ぜられたの

は 1930年(福士)であって，札幌およびその付近でこの

病害に侵されたと思われるコスモス， ヒャクニチソウp

ノウゼンハレン，コンギクおよびタンポポが見出された。

SEVERIN (1932)は M.fascifrol1sによりニンジン，パ

セリーおよびオランダボウフウ (parsnip)の萎黄病をう

っすことができたと述べた。 さらに SEVERJN(1933)， 

SEVERIN and HAASIS (1934)は Californiaaster ye-

llows virusがジャガイモ (BlissTriumphおよび White

Rose)に purple-top類似の病徴を生ずることを報告し

た。すなわちジャガイモに紫色の絢1，、枝条と葉!伎に空中

塊茎を生ずることを認めた。 その後 Californiaaster 

yellows vi rusが多くの楠物を侵すことが報告された

(SEVERIN and FREITAG， 1933，34)0 SEVERIN (1934， a) 

はアメリカ各州における asteryellow沿の接種試験の結

果をのべ， California以外の全ての州の供試したウイノレ

スはセノレリーを侵さぬことを述べ， さらに彼 (1934，b) 

は Thamnotettixmontanusおよび T.g，円nlnatusが

Californiaのセノレリーの萎寅病の媒介昆虫なることを報

じた。

ジャガイモの asteryellows (purple-top)の最初の報

告は MUNCIE(1931)によるもので， Michiganで“mo-

ron"と呼ばれていたものである。 しかして bluestem 

(ORTON and HILL， 1937)， yellow top (FOLSOM， 1946)， 

purple dwarf (SANFORD and CLA Y， 1941)および

bunch-top (MAC LEOD， 1944) などは皆瀬似の病害と

思われる。 ジャガイモの purple-topwiltは asterye-

llows virusによって生じ，M. fasclfrol1sによってう

つることが多くの研究者によって発表された (Epps，

1943; YOUNKIN， 1943; JENSEN and TATE， 1947; 

SELF， 1953)0 California ast巴ryel10ws virusの媒介

昆虫が13種 l変種あることが知られた (SEVERIN，1947， 

48)0 Aster yellows virusの寄主範囲は著しく広く

KLINKOWSKI (1958)によれば 39科270種以上にのぼ

るということである。ここでは寄主範囲などについて詳

細に述べるのは避け，文献のみをあげることとする。

(SEVERIN， 1942; FRAZIER and SEVERIN， 1945; 

SEVERIN and FRElTAG; 1945; FREITAG， 1956， 62 ; 

GEORGE and RICHARDSON， 1957; HALISKY et a1.， 

1958; Nov AK， 1959; BLA TTNぜ， 1961; SMITH and 
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BRIERLEY， 1961; BRCAK， 1962; FREITAG et aI.， 

1962; FREDERIKSEN， 1962，64; FREITAG and TOMP-

KINS， 1963; MAGIE， 1963)0 MILBRA TH and ENGLlSH 

(1949)はジャガイモの late-breakingdiseaseを報告し

たが，この病徴は全くわが国のジャガイモの紫染萎黄病

のそれと同一であるが，後 RAYMER and AMEN (1954)， 

RA YMER and MILBRA TH (1960)によってこのウイノレ

スは asteryellows virusの一系統であることが指摘さ

れた。

わが国においては 1948年頃より北海道勇払郡早来町

でジャガイモおよびその他の作物ならびに雑草に萎黄病

症状株が見られ，ジャガイモ天狗巣病の多発に伴ってエ

ゾギク萎黄病との関係についての究明が行なわれた。そ

の後ジャガイモの萎貰病症状株が多数発生するようにな

り，ジャガイモの葉が巻き上る症状，頂葉の着色状態な

どから黒恋病類似病害として取扱われた(胆振馬鈴薯原

原種農場報告， 1959年度まで)。福土・根本 (1953，54)は

エゾギク萎黄病がキ 7 ダラヒロヨコバイによって媒介さ

れ，該虫を催病植物上で5-7日飼育した後，エゾギクの

健全苗にうつしたところ約30日で発病しその後保毒

のヨコバイが健全植物を3日間加害すると伝染が起り，

〈二のヨコバイの媒介によってジャガイモおよびト 7 トが

発病することを証明した。ついで根本 (1955)はエゾギ

ク萎黄病権病エゾギクからキ 7 ダラヒロヨコバイによっ

てニンジン，キンセンカおよびトマトに発病せしめるこ

とができた。大島 (1955)，大島・後藤(1956，a， b)は早来

地方に栽培されているトマトに2つの型の萎黄病が発生

し 1つはジャガイモ天狗巣病ウイノレスに起因し，他は

エゾギク萎黄病ウイノレスによるものであり，さらに萎黄

病に擢病しているヒメジオンおよびコウゾリナからヰ 7

ダラヒロヨコパイを用いてジャガイモに接種したところ

26-43日の潜伏期聞を経てエゾギク萎黄病ウイノレスに

よるものと同様の病徴を生じたとし寸。また大島・後藤

(1957， a)は北海道後志ならびに胆振(早来)地方に発生

するジャガイモの萎黄病について研究し，後志地方に発

生したケネベック外数品種の権病株をトマトに接木する

と萎黄病症状を示しこれから接木接種することにより

ケチョウセンアサガオに萎黄病を生じ，タバコおよびナ

スビが保毒植物になることを認め，また早来地方の擢病

ケネベックからトマトに接木接種した場合エゾギク萎黄

病ウイノレスによるものと同様の病状を呈したと報告し

た。さらに彼等 (1957，b)は接木によってエゾギク萎黄

病擢病ジャガイモをツクパネアサガオおよびトマトに接

く、、と容易に両者が発病することを認めた。この擢病ツク

ノてネアサガオおよびトマトをそれぞれトマトよおびツク

パネアサガオにJ互いでも感染が起らなかった。しかし両

者からシロパナヨウシュチョウセンアサガオに接木を行

なって，これからそれぞれに援木すると容易に感染した

とのことである。大島ら (1957，c)はジャガイモ天狗巣病

とエゾギク萎黄病とをキク科植物とナス科植物に接木接

種して擢病植物の病徴を比較した。 asteryellows virus 

fiテンニンギク，カカリヤ，ヒャクニチソウ，キンケイソ

ウ，エゾギク，マルパタバコ，トマトにうつり，ジャガイモ

では農林一号は黄化，空中塊茎，萎凋などの病徴を生じた

が， USDA41956は明らかな病徴を示さなかった。 トマ

ト上で両ウイノレスは交叉免疫を示さず，両者は異なるウ

イノレスと思われると述べた。福士・四方(1959)は札幌付

近に発生するニンジンおよびト 7 トの萎黄病は同一ウイ

ノレスによって起り，キ 7 ダラヒロヨコバイと接木接種に

よってアカツメクサ，ツクパネアサガオ，エゾギク，ニン

ジンにうつる。アカツメクサ，ト 7 ト，ジャガイモ上の病

徴はジャガイモ天狗巣病ウイノレスによるものとはまった

く異なる。ニンジン萎黄病からジャガイモ農林一号が発

病し トマト萎黄病を接木したタパコは保毒植物であっ

た。感染した植物の病徴は asteryellows virusによるも

のとまったく同一であったとL寸。塩田ら (1960，a; 62， 

a)は胆振馬鈴薯原原種農場におけるジャガイモ紫染萎黄

病の発生実態について報告し発病率は品種間に差異が

認められるが僅少であること，その病徴は purple-top

wiItに酷似しているので，福士の提唱による紫染萎黄病

と名付けることを公表した。さらに彼ら (1960，b; 62， a) 

は紫染萎黄病陪病ジャガイモ(農林一号)より接木によっ

てシロノてナヨウシュチョウセンアサガオ， ヨウシュチョ

ウセンアサガオ，Nicotiana glauca，ト7 ト， ジャガイ

モ(男爵薯，農林一号)に，キ 7 ダラヒロヨコバイによ

ってオオパコ， トマト，エゾギク，アカツメクサ，ジャ

ガイモ(農林一号)に発病せしめることがで、きたと報告

した。大島 (1960)はジャガイモおよび検定植物上で病

徴の異なるジャガイモ萎黄病に対し type1， IIと名付

け， type 1は早来地方に発生しジャガイモ紫染萎黄病

と同ーのものとし typeIIは後志地方に発生するとし

た。大島・根本 (1962，a， b; 64)は北海道網走地方の斜

里町および宇登呂ならびに後志地方の狩太町のジャガイ

モ(紅丸)にこれまで報告されたもの (type1および II)

とは異なる病徴をト 7 卜およびジャガイモ上で認め，こ

れを typeIIIとした。 ト7 ト上で、の病徴は type1で

はちりめん状の萎縮葉を， type IIて、は株全体が退緑，

萎凋枯死し， type IIIでは葉柄は健全葉に比べるとやや
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長く伸び，小業は細く，退緑，黄変するという。|羽山

(1962)はキ 7 ダラヒロヨコバイの生態とその防除につい

て報告し，塩田ら (1962，b)はジャガイモ紫染萎賀病の

病徴を詳述しこれとジャガイモ天狗巣病との収量の比

較を行なった。村山ら (1963，a)は後志地方で8種の植

物が萎黄病症状を皇し，また，キマタラヒロヨコバイの発

生が認められたことを報じ，真狩村で採集したキマダラ

ヒロヨコバイをアカツメクサに放飼したところ aster

yellows virusによる病徴と同様の病徴を示したことを

報告した。塩田ら (1963)はジャガイモ紫染萎黄病の発

病とキ 7 ダラヒロヨコバイの発生との間に街接な関係の

存在することを指摘した。村山ら (1963，b)は胆振馬鈴

磐原原種農場およびその周辺で萎黄病型の擢病植物は8

科 22属 26種発生し，また接種試験によって5科 9属 11

種の植物が発病し，合計9科24属29種の植物に萎黄病

が認められたと報告した。 水田ら (1963)は空知地方に

おいて萎黄病痕状を示す植物(ニンジン，ジャガイモ，ト

マト，エゾギク)を見出し，浦臼町でキマダラヒロヨコ

ノマイを採集した。 根本 (1966)は札幌付近に発生するニ

ンジンの萎貰病は接種試験により ast巴ryellows virus 

によるものと同様であることを認めた。関山・小谷内

(1967)は後志地方に発生する萎黄病症状を呈するオオノ《

コ，ゲテンノショウコ，ヒメジオン，ジシノマリ，タンポポ，

アカツメクサ，オオダイコンソウ，キンミズヒキなど泊、

らキマダラヒロヨコバイを用いて接種試験を行なってオ

オパコ，ヒメジオン，アカツメクサ，オオダイコンソウ

などからジャガイモ，エゾギク，ツクパネアサガオに萎

黄病をうっすことができたと報告した。

aster yellows virusに系統のあることは前述のごと

くであるが，KUNKEL (1955)はニチニチソウおよび?)レ

パタパコ上の病徴の差により，また植物上あるいは媒介

昆虫(M.fascij河川上での交叉免疫からこれらウイノレ

スを異なる系統とみなした。 FREITAG(1958，62，63， (4) 

は Californiaにおける asteryellowsに3つの系統が

あり，これらは寄主植物上で病徴が異なるのみならず，

オオバコおよび 7 ノレパタパコ上で，各系統の組合せによ

って交叉免疫の効果が異なることを報告した。この外

その病徴が似ていたりあるいは変化に富むなど，それら

ウイルスの同定はきわめて困難である。ことに発生地域

がし、ちじるしく異なり，このために寄主植物，媒介昆虫

が異なるなど研究上多くの困難がある。ジャガイモに

purpletop wilt typeの症状をおこすウイノレスが種々あ

って今後の研究が待たれる。すなわち stolbur，parastol-

bur， metastolbur， clover phyllodyおよびcloverdwarf 

VlrUSなどであり，さらにこれら vlrusとasteryellows 

virus， European aster yellows virus， tomato big bud 

virus， cranberry false-blossom virus， Crimean ye-

llows virus， British clover witches' broom virus， 

potato witches' broom virus などの関係が明らかで

なく，これらの病害に関し最近 VALENTA，MUSIL， 

MUSIGA， BLA TTNY， CHIYKOWSKI，その他多くの研究

者が精力的に成果をあげている。

aster yellows virus については以上の他に虫休内に

おけるウイルスの増殖，組織培養，細胞の病変，ウイル

ス粒子，その他多くの研究報告があるが省略することに

した。

lII. 胆振馬鈴薯原原種農場におけるジャガイモ

紫染萎黄病および天狗巣病の発生状況およ

び被害，ならびに紫染萎貧病の発生分布

A.発生状況

北海道勇払郡早来町農林省馬鈴薯原原種農場における

管理作業，病株抜取(年7-9回)の際に発病調査した品

種別の紫染萎黄病と天狗巣病の発病数ならびに発病率を

示すと表1のごとくである(なお 1956年-1959年まで

は紫染萎黄病の病原が明らかでなく，票、恋病類似病害と

して抜取ったため紫染萎黄病の発病数および発病率は不

明である)。

この表より見て，最近天狗巣病はきわめて発病が少な

く， 1965年にはエニワ以外の品種は発生皆無となった。

紫染萎黄病は 1965年に各品種ともかなり発生が少なく

なったが，それ以前はとくに著しい増減は認められない

ようである。

B.被害

aster yellows virusの系統については FRAZIERand 1. 1961年の調査

POZNETTE (1958)， LEE (1961)， CHIYKOWSKI (1962)， 胆J辰馬鈴薯原原種農場産農林一号の繊芽を生じた紫染

その他の研究者の報告がある。 萎黄病催病塊茎および繊芽を叢生した天狗巣病擢病塊茎

アメリカ，カナダあるいはヨーロッパで各種の縞物に (すなわらともに二次病徴を示した塊茎)を岡場に植付け，

yellows typeの病徴を生ずるウイ Jレスが多数知られ，そ 茎葉枯凋後 10月26日に紫染萎黄病株23株，天狗巣病

れらはそれぞれ寄主範囲，擢病植物上の病徴，媒介昆虫そ 株 13株について収量を調査し，澱粉価を測定した。対照

の他が異なり，またこれらの因子の中あるものは共通し， には健全株24株を調査した。その結果紫染萎賞病株で
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表 1 紫染萎資病および天狗巣病の発生状況

ロ日日 種

年次 男爵薯 | 農林一号 l メークイン | …グ 1 ェーワ

PTa WBb %c I PT WB % I PT WB % I PT WB 9も PT WB % 

1952 546 708 
(0.09) (0.63) 

1953 205 2 
(0.04) (0.01) 

1954 82 。 8 
(0.01) (0) (0.08) 

1955 400 263 。 203 
(0.06) (0.20) (0) (0.28) 

1956 191 10 7 24 
(0.02) (0.03) (0.02) (0.07) 

1957 177 28 21 86 
(0.02) (0.02) (0.03) (0.18) 

1958 290 130 4 6 
(0.05) (0.05) (0.01) (0.08) 

1959 65 4 O 27 
(0.01) (*) (0) (0.13) 

1960 
415d 47 11.3 934 22 23.5 48 12 25.0 451 6 0.1 
(O.09)e (0.01) (0.45) (0.01) (0.09) (0.02) (0.17) (0.02) 

1961 
244 8 3.3 214 70 32.7 129 79 61.2 21 O 
(0.06) (*) (0.11) (0.03) (0.32) (0勾 (0.09) (0) 

1962 
135 9 6.6 780 6 0.8 132 2 1.5 38 4 11.5 
(0.03) (*) (0.37) (*) (0.23) (*) (0.24) (0.02) 

1963 
444 4 9‘。 88 2 2.3 78 。 16 O 38 O 
(0.10) け) (0.19) け) (0.15) (0) (0.16) (0) (0.03) (0) 

1964 
240 O 77 2 2.6 84 。 21 。 78 6 7.7 
(0.05) (0) (0.14) (ネ) (0.16) (0) (0.21) (0) (0.07) け)

1965 
228 。 61 .0 8 。 12 17 141.7 
(0.05) (0) (0.05) (0) (0.01) (0) (0.01) (0.02) 

a: 紫染萎策病， b: 天狗巣病， c: 紫染萎黄病に対する天狗巣病の発生割合， d: 発病株数， e: 発病率

*: 0.00170以下

表 2 紫染萎黄病と天狗巣病擢病ジャガイモ(二次病徴)の収量

項 目 jJlJ 

塊 茎 jJlJ 
225 g t，(上 l …~I … 1;山 l 計(
個数重量個数重量個数重量個数重量個数重量 澱粉価

E 官
72680.4E| 健 全 塊 茎 0.13544.85583 g 1.4 70.0 0.9 16.7 15.8 

E 
50.0 E 108634.0E 紫染萎黄病塊茎 4.3 446.1 3.1 137.9 3.4 16.1 

健全塊茎に対する紫 79.9 % 197.0 % 
?る ?も

染萎黄病塊茎の割合
299.4 93.2 

天狗巣病塊茎 83.0 
宮

6.2 
E 

83.0 6.2 

健全巣塊茎に対する天
?る

0.9 % 
狗病塊茎の割合

37.1 

品種: 農林一号，澱粉価・ ライマン氏秤により測定

数字は 1株当りの平均。なお紫染萎黄病株23株中の 1株は全塊茎の蔚芽が繊芽を示した。
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上薯(原原種規格品， 60-225g)では対照健全株の塊茎 よび天狗巣病の第1次病徴を示した発病株を茎葉枯凋後

に比し収量は79.970と低下し，全収量について比較する 9月1日に収量調査を行なった。男爵薯および農林一号

と 93.2~らであった。すなわち全収量については僅かしか について調査した結果ーは表3，4のごとくである。表3，4

低下しなかったが，屑馨がし、ちじるしく多くなることを より見ると紫染萎黄病株では，健全株に比して全収量で

示している。天狗巣病隈病株に生じた塊茶はすべて府 7-8割に低下しことに周、馨が多くなる傾向を示した。

薯であって全収量を健全株のそれと比較すると僅かに 天狗巣病株ではほとんど屑薯のみであった。

0.9%に過ぎなかった。澱粉価は天狗巣病株のものは澱 以上第一次病徴を示した擢病株で，かなりいちじるし

粉価低く測定できなかった。その結果を表2に示す。 い減収が認められた。

つぎに 1961年胆振馬鈴薯原原種農場で紫染萎黄病お

塊茎別

健全塊茎 10.05 14.6 
紫染萎黄病羅病塊茎

健全塊茎に対する紫
染萎黄病塊茎の割合

品種. 男爵薯， 20株平均1株当りの収量を示す。

% 
26.7 

*塊茎の奇形および腐敗塊茎を含む。 権病株では奇形は 20株中7株に，健全株では奇形のものは 20株中

1株に認められた。繊芽を生じた塊茎は擢病株よりの 56個中 15個であった。

表 4 紫染萎寅病と天狗巣病擢病ジャガイモ(一次病徴)の収量

項 目 7]IJ 

塊 茎 7]1] 山上 |ω~225g| … 1;ω下 l 計 I~~flffil
個数重量個数重量個数重量個数重量個数重量澱粉価 織芽率

健全塊茎 I0.3 90.5
g 

5.8 662.5 I 2.7 134.5 2目。 44.0 I 10.8 931.5 15.5 

紫染萎黄病憶病塊茎 0.1 32.5官
gl g gl g ?ら

4.0 382.5 I 2.9 130目。 4.1 85.5 I 11.1 630.5 13.0 25.5 

健全塊茎に対する紫 ?岳
57.7 

染萎黄病塊茎の割合
35.9 

天狗巣病擢病塊茎

健全塊茎に対する天
狗巣病塊茎の割合

品種: 農林一号， 20株平均1株当りの収量を示す。

2. 1965年の調査

前同様，胆振馬鈴薯原原種農場園場で1965年，紫染萎

黄病の病徴を示した権病株(農林一号)を茎葉枯凋後9

月20日に収獲して収量調査を行なった結果は表5のご

とくである。なお調査した擢病株は塊茎単位 (4株)で

発病しており，発病時期もかなり早期であったので，前

年度憶病し塊茎伝染を行なったものと考えられる。調査

結果を表5に示す。

表5の結果より見て権病株は屑薯が多く，全収量はは

るかに健全株より劣った。

96.7 F6 194.3 外 67.7 持

宮 富

13.0 741.4 13.0 741.4 15.4 100 

1685 持 79.6 同

本病がジャガイモ栽培地帯においてかなりの被害を及

ぼしていることはカナダ，メキシヨおよび北米合衆国に

おいて知られている。とくに感染当年において生育不良，

感染株の早期枯死による減収が認められ，早期に感染す

るほど減収は顕著である (EpPs，1943; LEACH and 

BISHOP， 1946; BONDE and SCHULTZ， 1953; YAMA-

GUCHI et al.， 1956; ROBINSON and CAMPBELL， 1958)0 

BONDE and SCHUL TZ (1953)は権病塊茎の 20-75%

は正常な植物を生じなかったと報告した。また品種に

より被害の程度が異なり， Katahdinは Sebagoより
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表 5 紫染萎黄病擢病ジャガイモの収量:

塊茎別

健全塊茎

紫染萎黄病塊茎

健全塊茎に対する紫
染萎賞病塊茎の割合

品種: 農林一号， 10株平均1株当りの収量

* 奇形あるいは虫食の塊茎

一般に強く (BONDEand SCHUL TZ， 1953)， Green 

Mountainは Katahdinおよび SmoothRuralより強い

(YOUNKIN， 1943)。擢病株の塊茎より繊芽を生じたり，

発芽不良になったり，生育不良の株を生じたりするが，

次年度にはあまり被害古川、ちじるしくない場合がある

(LONG， 1935; EpPs， 1943; LEACH and BISHOP， 1946; 

BONDE and SCHULTZ， 1953; MAC LEOD， 1954; 

RICHARDSON and RACICOT， 1958; ROBINSON and 

CAMPBELL， 1958; LARSON， 1959， 60; FEDDERSON， 

1959 ; LIPPERT， 1960; RA YMER and MILBRA TH， 

1960)。

c.発生分布
紫染萎黄病ならひ干こ萎黄病症状槌物の発生分布を示す

と図 1のごとくである。

ジャガイモ紫染萎黄病は石狩(札幌市)，空知(由仁)，

胆振(早来町)，後志(真狩村，倶知安町，ニセコ町，蘭越

町，京極町)，網走(斜里町，宇登呂村:ジャガイモ萎主主

病として発表された(大島・根本 1962，64;水田ら，

1963)) などに発生が認められ，萎黄病症状植物は石狩

(札幌市;ニンジン，トマト，アカツメクサ)，空知(栗山

町，由仁町;ニンジン， トマト，エゾギク)，後志(真狩

村，倶知安町，ニセコ町，蘭越町，京極町，喜茂別町，

留寿都村;アカツメクサ，オオバコ，ヒメジオン，ヒメ

ムカシヨモギ，エゾギク，ゲンノショウコ，オオダイコ

ンソウ， ヒメスイバ)，十勝(帯広， アカツメクサ)， 胆

娠(早来町; トウガラシ，シシトウガラシ， トマト，ツ

タノマネアサガオ，キンセンカ，エゾギク， ドイツアサ・ミ，

コスモス， ヒメジオン，アキノキリンソウ，スイートピ

ー，アカツメクサ，シロツメクサ，ナンテンハギ，キン

ミヅヒキ，オランダゼリ，ニンジン，エゾタツナミソウ，

7 クワウリ，ユウガオ，ツリガネニンジン，チシャ，サ

ンシキスミレ，その他)，桧山(厚沢部町; ト7 卜)，留萌

(遠別町; ト7 ト)などに認められ，キ 7 ダラヒロヨコパ

% 
375.4 

澱粉{面

16.9 

12.6 

イの発生とだいたい一致するが，発生地に該虫の採集さ

れない所もあった。しかしこれは短時間の採集であるた

め確かではない。現在，北海道以外の地方で本病が発生

したという報告はないようである。

U 

O 

⑥4 
05 

図 1 ジャガイモ紫染萎黄病および萎黄病

症状植物の発生分布

. シャガイモ紫染萎黄病(萎黄病を含む)
O ジャガイモ以外の萎黄病症状植物
④・+0

1札幌市 2.栗山町 3 由仁町 4.早来町 5.帯
広市 6.遠別町 7.斜里町 8.字登呂村 9.倶知
安町 10蘭越町 11.ニセコ町 12.京極町 13.喜
茂別町 14.留寿都村 15.真狩村 16厚沢部町

IV. 紫染萎黄病の病徴

A. 一般病徴
本病の第 a次病徴は主に8月になってから現われる。

男爵薯，農林一号の病徴は次のごとくである。最初頂葉

が退緑し，小葉の基部が少しく上方に巻き上る。次第に

小葉は葉縁から葉裏にかけて紅紫色を帯びてくる。 i塁緑

は上葉から次第に下葉にと及ぶ。この病徴は葉巻病の一

次病徴と全く同様で判別が困難であってp かつては黒底
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病類似症状と呼ばれたものである。葉肢から退緑した枝

条を抽出し，全体として憶病株は直立する傾向を示す。

後葉肢の基部や葉柄の付着部が赤褐色を帯び，次第に膨

大して空中塊茎を生ずる。憶病植物は退緑し，灰緑色と

なることがある。次第に紫色を帯び株全体が淡紅紫色を

呈することがある。株の萎縮はあまりいちじるしくない

ことがある。葉は全業上方に巻くことがある。茎の維管

束が褐変している。葉は健全株のそれより早く枯死する

が，茎は乾燥状態となり長い間直立する(石川ら，1967)。

ケネベックでは頂葉の退緑はし、ちじるしいが紅紫色と

なることがなし、。紅丸では紫色の程度がし、ちじるしくな

る。権病株の塊茎からときに繊芽を生ずる。この病徴は

MILBRA TH and ENGL!SH (1949)による potato¥ate-

breaking virusによるものと酷似するが，後この virus

はasteryellows virusの一系統と認められた (RAYMER

and AMEN， 1954; RA YMER and MILBRA TH， 1960)。

かかる気中塊茎を播種するとこれから生ずる株は紫染

萎黄病となる (RICHARDSONand RACICOT， 1958)。繊

芽を生じた塊茎を矯種した場合に全部が紫染萎黄病とは

ならず健全株を生ずることもある。この空中塊茎と繊芽

は紫染萎黄病の特徴と云える (SEVERINand HAASIS， 

1933; LONG， 1935; SELF， 1953; YAMAGUCHI et 

al.， 1956; ROBINSON and CAMPBELL， 1958; SHARV A 

and SAXENA 1959)。

大島・根本 (1962，a， b; 64)は北海道斜里，字登呂お

よび狩太町の紅丸に紫染萎黄病とは異なるジャガイモ萎

黄病(ジャガイモ萎黄病 typeIII)を発見した。本病の

病徴はジャガイモでは頂葉に軽い退緑が現われ，後退緑

は葉縁，脈聞にはなはだしく，退緑部は鮮かな黄色を呈

し，また寄主槌物上の病徴も紫染萎黄病のそれと異なっ

ている。このように今後とも異なった萎黄病タイプの病

害がジャガイモに生ずることも考えられ細心の注意を要

する。

B.織芽

紫染萎黄病株の塊茎が繊芽を生ずることは EpPS

(1943)， BONDE und SCHUL TZ (1953)， MAC LEOD 

(1954)， FEDDERSON (1959)， LARSON (1959， 60)， RA Y-

MER and MILBRA TH (1960)， LIPPERT (1960)らによ

って報告された。 LIPPERT(1960)は Californiaaster 

yellows virusの Tu¥elakestrainが塊茎の繊芽に関係

があると述べ，健全塊茎の芽より早く出芽することを主

張した。

1960年胆振馬鈴薯原原種農場産の農林一号の紫染萎

黄病擢病塊茎を貯蔵し， 1961年5月8日取出して芽を調

べた結果， 441塊茎中太い正常の芽を生じたものは289

個で，繊芽を生じたものは 152個で，繊芽の発生率は

34.4'}'oであった。紫染萎黄病塊茎よりの繊芽と，天狗巣

病塊茎ならびに健全塊茎よりの芽とを比較すると次表の

ようになる。

表 6 紫染萎貰f内および天狗巣病根病

塊茎の芽の調査

紫染萎黄病塊茎| 天狗巣病塊茎 | 健全塊茎
芽の太さ|芽数 i芽の太さ|芽数 1芽の太さ|芽数
{mm) I (本) I (mm) I (本) I (mm) I (本)

116 1 3.11 0.98 1 302 1 4.9 1 4.8 

17塊茎の平均を示す。

かくのごとく紫染萎黄病擢病塊茎よりは繊芽を生ずる

ものがあり，また天狗巣病擢病塊茎よりも繊芽を生ずる

が，天狗巣病の場合には芽の数は著しく多い。上記の繊

芽を生じたものと健全塊茎よりの正常芽を生じたものを

矯種し (5月8日)，期芽後37日目 (6月14日)の茎の状

態を調査したものは表7である。さらに農林一号の主茎

につき翼 (wing)の調査を行なうと紫染萎黄病ならびに

天狗巣病権病株とも翼のない茎が多く，後者では全く翼

が認められなかった(表8)。

表 7 紫染萎貰病および天狗巣病株の茎の調査

紫染萎賞病区 1 天狗巣病区 | 健全区

茎長!茎数J茎太(茎長!茎数i茎太 l茎長l茎数/:茎太
{cm) I(本)1(cm) / (cm) /(本)1(cm) / (cm) /(本)1(cm) 

叫判。必 17.3 1位 410.191 28.91叫0.88
24株の平均を示す。蔚芽後37日自のもの。

表 8 紫染萎黄病および天狗巣病株の茎の調査

紫染萎貰病区 1 天狗巣病区 ! 健全区

茎数IY11茎数lZのあ会|茎数置のあ会
46 1 3.2 1_ 91.6 1 0 1 4.6 I 4.6 

各区24株の平均。

c. ジャガイモ品種と病徴
1960， 61および66年に接木あるいは虫媒伝染によっ

てジャガイモおよび Solanumdemissumに接種を行な

ってその病徴を調べた結果は表9のごとくである。

この結果より見て男爵薯，メークイン，農林一号およ

び紅丸は茎葉退緑，頂葉の巻葉，葉肢における空中塊茎

が見られるが，ケネベックには空中塊茎が認められなか

った。 S.demissu1llには茎から細長い空中古IJ枝を数本

生ずるのが見られた。
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表 9 ジャガイモ品種の病徴

ロ日ロ 種 接種年月 按 種 方 法 l接種株数| 病 徴

男 爵 薯 1960年5月 接 木 5 茎葉退緑，捲葉，紫色の空中塊茎

メークイン 1960年6月 接 木 5 同 上

ケネベック 1960年6月 按 木 5 茎葉退緑，巻葉

農林一号 1961年5月 接 木 5 茎葉退緑，巻葉，紫色の空中塊茎

農林一号 1966年7月 キマダラヒロヨコバイ 12 同 上

紅 丸 キマダラヒロヨコパイ 12 同 上

S. demissum 1960年6月 接

D. 空中塊茎

紫染萎黄病擢病ジャガイモの葉肢に生じた空中塊茎を

播種した結果は次表のごとくである。

表 10 空中塊茎播種

-li'ill-#o.cr:: r:l M 調査|品種|播種年月日 I!:":;I 結 果JtH 'l.=E. ----r /J 1-1株数|

農林一号 11960年11月5日

紅丸 1 1967年1月4日

25 1茎の直径0.5mm以下
の細い枝条を生ずる

同上

農林一号の繊芽を健全ジャガイモ(農林一号)に接

木した結果，茎葉退緑L，空中塊茎を生じた。

以上の結果より空中塊茎を播種することによって陸病

株を生ずる。

V. 焼茎伝染

紫染萎黄病権病塊茎が塊茎伝染をするか否かはウイノレ

ス病防除の点からきわめて重要なことであるが， MAC 

LEOD (1954)， RICHARDSON and RACICOT (1958)， 

FEDDERSON (1959)， RA YMER and MILBRA TH (1960) 

は本ウイノレスが塊茎によって次代にうつることを認めた

が， LEACH and BISHOP (1946)， BONDE and SCHUL TZ 

(1953)， MAC LEOD (1954)， RICHARDSON and RACICOT 

(1958)， ROBINSON and CAMPBELLE (1958)， RA YMER 

木 5 茎棄退緑，空中旬枝

and MILBRA TH (1960)らは本病の塊茎伝染が低率であ

ること，あるいは第2代以後にはあまりうつらぬことを

述べた。根本 (1967)はジャガイモ萎黄病 type1IIの塊

茎伝染率がかなり高率であることを報じた。本病の塊茎

伝染について 1963，64年の2ヵ年に亘って実験を行な

った。

A. 実験材料および方法

1962年胆振馬鈴薯原原種農場にて紫染萎黄病擢病農

林一号，メークイン，ケネベックの塊茎を貯蔵し， 1963 

年5月25日に種馨を切断することなく全塊茎のまま農

林一号 152個，メークイン 21個，ケネベック 15個を播種

した。なお後志馬鈴薯原原種農場から紫染萎黄病と思わ

れる紅丸でやや細い芽を生じた塊茎9個の送付を受け同

時に播種した。

つぎに 1963年圃場にて紫染萎黄病に樫病した株の塊

茎を貯蔵し， 1964年5月25日に前年同様にして播種し

た。すなわち農林一号 13個，メークイン 13個，ケネベッ

ク13個であった。なお， 1964年個別検定の際繊芽を生

じた農林一号 13個を同時に播種した。 塊茎は防虫網室

に植付け，これより生じた芽の中 1:;4>:を，網室中にて栽

培したトマトに割接して接ぎ， トマトに病徴が生ずるか

否かを観察した。

B. 実験結果

実験結果を示すと表11-14のごとくになる。

表 11 紫染萎黄病憶病株の塊茎を播種

品種名
播 種 正常な芽を 1繊芽を生じ I葉巻病*1紫染萎黄病キ

年月日 塊茎数 生じた株数 た株数

農林一号 152 137 15 3 

21 17 4 。
1963 ケネヘック 15 14 1 。 。

紅 丸 9 9 O O 。
* 塊茎より生じた病株。
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接木li品種名年月日|

農林一号

V[・20Iメークイン

1963 Iケヰベック

紅丸

状
株
症
{阿

賀萎
発
*
 
数株苧珂活

木
数物

按
植

152 

21 

15 

9 

ね

7

9

0

ー
ム
ハ
U

A

U

A

り

* 疫病発生のため活着率が低かった。

表 11-14の結果に見られるように， 1963年の調査に

ては病株よりの塊茎を播種した場合3株， 1964年には3

株，計6株の紫染萎黄病株が生じた。 6株中トマトに接

木して4株に萎黄病症状が認められた。

すなわち249株中6株 (2.4%)に発病が認められた。

本病はきわめて低率で‘はあるが塊茎伝染が認められる。

なお 1963年の調査にて葉巻病が2株認められたが，前

年ジャガイモの生育後期に感染がおきたものと考えら

れる。

表 13 紫染萎黄病擢病株の塊茎を播種

播 種 口E口3 種 名 播種塊茎数 出芽を|繊芽を生じ|葉巻病|紫染萎黄病年月日 生じた株数 た株数

農林一号 13 2 11 O 1 

V .25 メークイン 13 4 9 O 1 

1964 ケネベック 13 7 6 O 。
農林一号* 13 O 13 。 1 

* 個別検定の際繊芽を生じたもの。

表 14 トマトに接木した結果

接木B."'" R I接 木 I"-C eF.-I<""<f， I萎黄症状
年月日|品種名|植物数|活着株数|発病株

l農林一号 13 13 1 

vl・22Iメークイン

1964 Iヶネベック

農林一号

。d9
d

9

d

可

E
A
1
E
A
1
E
A

q

ο

q

J

q

δ

 

'
E
A

唱

E
A
'
E
A

-

A

A

U

-

-

VI. キマダラヒロヨコバイ (Sclω・01・Mの柑

flαvopict〆usISHIHARA)の分布，形態 σ 
および生態

A.分布

本虫の発生分布は図2に示すごとく北海道各地に見ら

れるようであるが，とくに早来および真狩地方において

多数採集された。分布図を示すと図2のごとくである。

石狩(札幌市，札幌市琴似町小別沢，岡市豊平町藤ノ沢，

岡市厚別町上野幌，札幌郡広島村)，空知(栗山町，由仁

町，浦臼町)，後志(真狩村，倶知安町，ニセコ町，蘭越

町，京極町，喜茂別町，留寿都村)，胆振(早来町)，十勝

(帯広市大正町)，桧山(厚沢部町)，宗谷(稚内市幕日Ij)，根

室(中標津町)。

B.形態

本虫の形態は主として石原 (1953，65)によった。以下

にそれを示す。また北海道農業試験場桑山覚，石井卓爾

O 

_9 . 
12 

-10 

図 2 キマタラヒロヨコバイの発生分布

1.札幌市 2.札幌市琴似町小別沢 3 札幌市豊平
町藤/沢 4 札幌市厚別町上野幌 5.札幌郡広島
村 6栗山町 7 由仁町 8.早来町 9.浦臼町
10.帯広市大正町 11 稚内市幕別 12. 中標津町
13.倶知安町 14.蘭越町 15 ニセコ町 16.京極
町 17喜茂別町 18.留寿都村 19.真狩村 20.厚
沢部田T

の両氏の御教示も得た。

'IZ虫雄は体長3.5-3.8mm， 1船主 4.3-4.9mm，体は多

少光沢のある黒色で，これに不規則な左右不相称の淡褐

色斑を有する。頭頂は複眼の後方の頭幅よりも中央部で

長い。復限は黒褐色で光沢を有し，大きく，その大きさは
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複眼間の距離の約半分である。単眼は淡紅色を帯び，複

眼と単眼聞の距離は単眼の直径の2倍以上ある。顔面は

複眼間の距離よりやや幅広く，頭楯は先方にわずかに開

いている。頬は複眼の下で、切り込んでいない。前胸背は

頭よりやや狭く，横縞がある。覆麹は大部分淡泥縄色で

半透明，姐脈も同色であるが，ほとんど不透明な第 1，2， 

3の端室を除き各室縁にtG¥'、褐色を呈する。覆麹は脈相

よく発達し，前縁部と爪状部に過剰横脈を有するが，後者

のそれは爪状部線と外爪状部脈の間にある。遡端脈は不

明瞭である。外前端室は小さく，わずかに前方に反上し

ている。中前端室は外前端室の長さの2倍あって，中央

は明らに狭くなっている。 内前端室は基方に聞いてい

る。後麹は淡褐色で，麹脈は褐色である。脚は淡褐色を

帯び，多少不規則な黒、味を帯びた斑紋がある。尾端節は

後下方にかなり突出し，腹面にわずかに長い 1個の小突

起があり，その先端には数本の針状の糠がある。生殖板

の長さは中位で，外縁部に不規則に並列した針状の練を

有する。第 10環節は先方にある組j¥，、横帯を除いて背面

は硬化しない。連絡器はY状で，尖器の先端よりも後方

にのびている。尖器は簡単で，陰茎は連絡器に連絡しな

いで背部にそり返り，短かし非常に複雑で，先端は2岐

し，各分校は2I1回の先端付属尖器を有し，基方腹面にそ

れぞれ基板付器がある。

c.生態
キ7 ダラヒロヨコバイは昭和27年に胆振馬鈴薯原原

種農場の，ジャガイモ畑の付近のクロパ一生育地にはじ

めて発見された。本虫がジャガイモ天狗巣病の媒介昆虫

であることはすで、に報告された (FVKVSHIet al.， 1955; 

福士ら， 1955)。福士・根本 (1953，54)はキ 7 ダラヒロヨ

コバイがジャガイモ紫染萎黄病の媒介昆虫たることを報

じた。

本虫は胆振馬鈴薯原原種農場での観察によると圃場周

辺の雑草に多く見られる。ことにアカツメクサ， ヒメジ

オンなどの雑草に多く，アカツメクサの葉縁，アカツメ

クサ，シロツメクサ， ヒメジオンなどの茎に卵が数個垂

直に並列して産みつけられているのが見られた。しかし

ジャガイモの茎には産卵が見られなかった。しかして，

春早く 4月下旬-5月中旬頃雑草がまだほとんど地表に

僅かしか生育していない頃にすでに幼虫が見出される。

胆振農場における木虫の生態を知る目的で次の調査を行

なった。

早春幼虫を採集するためには白布(約 1m平方)を用

い，これを雑草地に敷いて雑草の根元などに棲息してい

る幼虫を棒で叩き出し，白布上に飛込んだ虫をすべて吸

虫管で採集した。採虫は 10ヵ所任意に場所を選んで行

なった。 5月中旬から 11月まではクロパー畑あるいは

ジャガイモ圃場で捕虫網を用いて掬取り採集を行なっ

た。掬取りは2人で行ない 1人が各々網を20回振っ

た。採虫は 1週間毎に行なった。

調査第1

1961年胆振農場のクロパー畑で行なった調査の結果

を示すと次表のごとくになる。

表 15 キマダラヒロヨコバイの発生 (1961年)

月
日 lvI W 珊 IX X xl 
|1 6 13 20 27 4 11 18 25 2 8 15 22 29 5 12 19 26 410 18 25 1 8 

採虫数 170 18 19 18 9 3 2 1 0 0 3 12 1 4 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

|幼成幼成幼成成成成成 幼幼幼幼成幼
成，幼虫 I..， 'i17 '217 1'8 '9 '3' '2 'i 3' 12 r 4' '23 
採虫法 Icc csssssssccc c c s s s s s s s s s 

c: 白布(約 1m平方)を敷き，四方より棒で地面をはたく (2分間)， 10ヵ所の計
s: 2人にて， 20回掬網をし， 40回分の計
採虫は 1週間毎に行なったが，雨天の場合は日は前後 Lた。午前 10-12時に行なった。

以上の表より見てクロパー畑では6月1日から 9月5 されなかった。 8月8日に再び幼虫が採集されるように

日まで3カ月間キ 7 ダラヒロヨコパイが採集され 6月 なり 9月5日には幼虫と成虫が採集されたがその後は

1日には70頭が採集されたが，すべて成虫に近い幼虫で 全く採集されなかった。

あった。 6月20日には成虫のみ採集され，その後6月 調査第2

下旬より採集虫が次第に減じ， 7月25日には1頭も採集 1962年胆振農場の牧草畑，周辺のカシワ林の中で前同
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表 16 キマダラヒロヨコバイの発生 (1962年)

VI V!I 
月 日

14 20 21 22252627302 3 4 5 6 7 10 13 14 16 17 

採 虫 70 150 299 132 74 81 71 66 57 10 128 40 79 56 52 31 30 19 92 

様にしてキマダラヒロヨコバイの採集を行なった結果は

表 16の如くである。

すなわち 6月20日前後に山があって次第に減少する

が，前年ほどいちじるしい減少は示さなかった。なお，

7月17日以降は都合により採虫していない。

調査第3.

1961年ジャガイモ悶場におけるキ 7 ダラヒロヨコバ

イの採集を前同様に行なった結果は表17に示すとうり

であるが，ジャガイモ畑における該虫の数は少なかった。

ジャガイモは該虫の真の寄主植物ではないように思われ

表 17 キマダラヒロヨコバイの発生 (1961年)

月 日
30 6 13 19 27 4 11 18 25 '2' 8 15 22 29 5 12 I 備 考

採 虫 数 O O O 2 1 2 。
成，幼 虫 成成成

る。ことにジャガイモには成虫のみで幼虫の発見されな

かったことは成虫が単に飛来するのみではあるまいか。

調査第4

1962年秋，早来町で鉢植したアカツメクサで無毒虫を

飼育し産卵させ，冬期間これを鉢ごと土中に埋めた。

1963年4月にこれを取出して，陽当りの良好な場所に網

筒をかぶせて観察を行なった。 5月25日に2，3頭の幼

虫が解化し，その後2，3日でほとんと、が解化を終えた。

同じ頃圃場周辺の山林で2-3齢の幼虫が見られたので，

自然、状態では5月25日より 1週間-10日早く解化が行

なわれているものと考えられる。

つぎにアカツメクサから際化直後の幼虫を鉢値のアカ

ツメクサに網筒をかぶせたものに 1頭ず、つ個体飼育を行

なった。 1際化および脱皮を行なった月日は次表のごとく

である。

表 18 キマダラヒロヨコパイの解化および脱皮

虫同化|第1齢|第2| 第3114| 第5

No. 1 VII 27 ¥lJI 2 V皿 5 四 8 × 

2 V皿 3 L佃 6 四 15 ¥lJI 23 

3 ¥lJI 1 四 5 L置117 ¥lJI 24 

4 四 5 咽 17 ¥lJI 24 

5 V皿 3 ¥lJI 6 ¥lJI 18 ¥lJI 23 

6 四 3 ¥lJI 6 四 18 咽 23

X: 虫死亡 未調査

。。O O 。O 。1 
メークイン収穫

成

表 18より見て羽化するまで大体28-29日位かかるよ

うに思われる。各齢に要する日数は大体3-6日，とき

に10日近く要するごとくに思惟される。

第2齢より肉眼的に胸部の白色(黄色)が目立つよう

になり 5齢になると虫体は全体に男、味をおびてくる。

LACHANCEら (1963)によると Macrostelesfascゲrons

は Quebecでは年2回の発生があるとL、う。

VII. 早来地方に棲息するキマダラヒ口ヨコバイの

ウイルス保毒虫率と保毒ウイルスについて

早来地方ではジャガイモに天狗巣病ならびに紫染萎黄

病が発生し，ともにキ 7 ダラヒロヨコパイによって媒介

される。それで早来地方に発生するキマダラヒロヨヨノぜ

イの保毒虫率とその保毒ウイノレスとを明らかにする目的

で次の実験を行なった。

A. キマダラヒロヨコバイの保毒率

1. 実験方法

キ7 ダラヒロヨコバイの採集は 1962年6月14日から

7月 17日の間胆振馬鈴薯原原種農場の牧草畑とその周

辺および近隣のカシワ林の中で行なったが，その大半は

カシワ林の中で行なった。採集の方法は前項 (C生態)

にて記したごとくである。

採集した虫はただちに 10頭ずつ分けて，エゾギク，ト

7 ト，アカツメクサなどの検定植物を植えた4寸鉢にか

ぶせた網筒あるいはガラス筒中に入れて，ガラス室内で
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虫

頭

毒

0

9

8

7

6

5

佐
川
一
一 49.13% 

36.1970 

11.99% 

2.36% 

0.3070 

0.03% 

となる。

なお本実験にて用いたエゾギク， トマトおよびアカツ

メクサの感受性は等しいとみなした。

B. ヨコバイの保毒したウイルス

1. 実験材料および方法

前実験で保毒虫であることの判明した虫群を成虫およ

びケージ中で発生した幼虫ともに同様のケージを用いて

ジャガイモ，アカツメクサ， ト7 ト，ニチニチソウ，ツ

クパネアサガオの11頂に5日間ずつ放飼した。接種は8月

9日より 9月下旬まで行なった。ケージ中の虫数は最大

74頭で，順次接種植物に移すこーとに少なくなり，ツクパ

ネアサガオ上で生存虫のいるかぎり放飼した。

2. 実験結果

接種植物の発病状況を示すと次表のごとくになる。

(第1報)

保毒虫

O頭

1 

2 

3 

4 

5 

馬鈴薯紫染萎黄病に関する研究村山・四方・塩凹・関山・桜井・和賀・谷津・島本.

験

接種植物名

接種檎物数

発病植物数

平均使用虫数

接

一同一
18 21 

試

34 

種

38 

33 

13.4 

表 19

飼育し検定植物の発病によって保毒の有無を検定した。

ガラス室内の温度は1O.8-320Cで，一般に虫の生育は良

好で，多くは検定植物上で産卵して多数の幼虫を生じた

(ただし ト7 ト上では産JjfIiは見られなかった)。接種植

物の観察は30-40日間であった。

2. 感染植物の病徴

a. エゾギク.新葉およびその葉柄が退緑し，葉が葉

脈透明となった。かかるものは多くは奇形葉および奇形

花を生じた。後全株退緑し，五郎、枝条を生じた。

b. トマト (Marglobe)・頂部が退緑し，のち淡紫色

となる。ときに葉脈が透明となり，生育が進むと節聞が

短かくなり，校条の先端の葉はやや叢生しちりめん状と

なる。

c アカツメクサ・ 小形の新葉を叢生し，葉柄が短か

く，かつ細くなる。古葉は次第に硬くなり，葉縁が退緑

し，紫色を帯びる。

3 結果

実験に用いた総網筒数は 135(闘であって，検定値物の

発病したもの59，植物の枯死によって検定結果の不明な

もの 19であった。

保毒虫率は次のようにして行なった。すなわち検定し

た全虫数を A，その中の保毒虫数を d とする。つぎに総

網筒Bの中発病株の認められたものを bとすれば，A

から無作為に取り出した 1頭の虫が保毒している確率は

aiAとなり，逆にその虫が保毒していない確率は l-afA

となる。いま Aから無作為に取り出した 10頭の虫が全

て保護していない確率は (1-a/A)10であり， これはと

りもなおさず，検定植物が発病しない確率 (B-h)jsに

等しいので次式がなりたつ。

6 11 16 20 

7.8 

これら発病植物の病徴を記すと次のごとくである。

ジャガイモ: 頂音f)が退緑し次第に紅紫色を帯び，紅紫色

の空中塊茎を生じ，葉が枯死した後にも茎が直立する

など紫染萎黄病の病徴を示した。

ト7 ト 頂部が退緑し後少しく紫色を帯び，葉が外方に

巻くことがある。病勢が進むと節聞がつまり，葉がち

りめん状になり，エゾギク萎黄病ウイノレスによる病徴

を示した。

アカツメクサ:新葉はし、ちじるしく小形となり，ほとん

ど伸長せず，短かく弓状に轡曲した葉柄を生じ，とき

に小葉の葉縁は退緑する。

ニチニチソウ・植物体は退緑，萎縮し，葉脈透化を示し

ときに葉は外方に巻き，葉縁が波うつことがある。白

1~のものでは花弁が少しく緑化した。

7.3 10.5 27.5 

(1) (1寸rニ主立
(2 ) 

を得，本ヨコバイのウイノレス保毒虫率は 6.970となる。

いま，全集団中で保毒虫の%をpとし無毒虫の%を

<j (=' 1-p)，各区の使用虫数を 12，その中の保毒虫数を r

とすれば次のようになる。

(ρ=' 0.0686， <j = 0.9314として計算)

各組合わせの確率は

去二1-(主立)百
これから保毒虫率 a/Aが求められる O

B二 116，h=59を(2)式に代入すると

7f=00側

nC"p"<jnγ より

従って
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ツクパネアサガオ: 頂葉は退緑し返緑した志郎、校条を

多数族生し，叢状を呈する。多くは開花することはな

いが，ときに小形の花を生ずる。一般に枝条は伸長す

る。ときに葉が内方に巻いたり早く枯死することがあ

るo地際部に版芽を生ずることもある。

以上の結果より見て，保毒虫の保有していたウイルス

は asteryellows virusであると考えられる。

すなわち，胆振農場周辺のカシワ林の中で採集したキ

7 ダラヒロヨコバイの保毒虫率は約6.99もであって， そ

の保有するウイノレスは asteryellows virusと考えられ

る。これらカシワ林の中の雑草中には萎黄症状および萎

縮症状を示す植物が多数見出される。すなわち，ツリガ

ネニンジン，ナンテンハギ，タツナミソウ，キンミヅヒ

キ，アキノキリシソウ， ヒメジオンなどが叙上の病徴を

示しており，これらが感染源あるいは越冬擢病植物とな

っているものと考えられる。

VII1. 胆振農場周辺における橿病植物

A. 自然感染植物

胆振農場周辺の作物あるいは雑草で毎年萎黄病症状を

示す植物はかなり多い。これらの植物のうち2年生ある

いは多年生の植物は次年度の感染源となるので注意、が肝

要である。これら萎黄病症状を示した植物名およびその

病徴を次に記す(表20)。

ぷ4
寸 A

表 20 胆振農場周辺の罷病植物

名 (品種名)和 名 病 徴

D， Y 

Y 

Y 

D，W 

D，W 

D，W 

D 

D， Y 

D， Y， VC 

D， Y 

イパヲ科

キンミヅヒキ

マメ科

スイートピー

コゴメハギ

タチオラ γダゲ γゲ

アカツメクサ

ジロツメタサ

ナγテンハギ

スミレ科

サンシキスミレ

サ γヶイ科

ニンジ γ

オヲ γ夕、ゼリ

ジ γケイ科

エゾタツナミソウ

ナス科

トウ力、ラシ

ジ、ントウガヲ・ン

ツロパナヨウシュ
チョウセンアサガオ

ツクパネアサガオ

トマト

ナスビ

ジャカぉイモ

ウリ科

マクワウリ

ユウガオ

Rosaceae 

Agrimonia pilosa LEDEB. var目 japonicaNAKAI 

Leguminosae 

Lathyrus odoratus L. 

Melilotus alba DESR. 

Trifolium hybridum L. 

T. pratense L. f. sativa SER. 

T. repens L. 

Vicia unijuga AL. BR. 

Violaceae 

Viola tricolor L. 

Umbelliferae 

Daucus carota L. 

Petroselinum sativum HOFFM. 
var. japoni凶 m KOIDZ. 

Labiatae 

Scutellaria dentata LEV D， Y， VC 

Solanaceae 

Capsicum annuum L. var. acuminatum FINGERH. D， Y 

var. grossum SENDT. I D， Y 

Datura stramonium L. D， Y 

F
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A

:
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江
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叫
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l
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炉
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川

化
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'
b
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ρ
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制
叫

h
.
t
g
ω
 

-
u
w
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吃

ww

凸

'
b

ω
'品
川

向

h
n
M
C山

C仏

Cucurbitaceae 

Cucumis melo L. var. makuωa MAKINO 

Lagenaria vulgaris SER. var. c，ゐvataSER. 

D， Y， VC 
D， Y， VC 
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和 名 徴学 名 (品種名) 病

キキョウ科

ツリガヰニンジン

キク科

カイザイク

キンセンカ

エゾギク

ドイツアサニミ

コスモス

ヒメジョン

チシャ

センジュギク

アキノキリンソウ

Campanulaceae 

Adenoρhora verticillata FISCH. var. typiωREGEL I D， W， VC 

Compositae 

Ammobium alatum R. BR. 

Calendula 0 fficinali・.sL 

Callistephus chinensis NEES， 
Cirsium japonicum DC 

Cosmos b砂innatusCAV 

Erigeron annuus PERS. 

Lactuca scariola L. 

Tagetes erecta L. 

Solidago virgaurea L. var. asiatica NAKAI 

D， Y 
D， Y， VC 

D， Y， M， VC， W 

D， Y， W 

D，Y，M，W 

D， Y，乱1，VC 
D， Y 

D， Y 

D， Y， VC 

D:萎縮， Y:萎黄， W:叢生， P:紫色， M:花の奇形

LR:巻葉， VC:葉脈透化， AT:空中塊茎， CT:頂葉退緑， AS:気根

これら擢病植物は農場の圃場周辺の雑草およひ家庭菜

園の銃葉および花井であって毎年8月頃より病徴が明ら

かとなる。雑草の中ヒメジョン，ナンテンハギは健全な

ものと比較してやや萎縮，退緑しており病徴がとくに明

らかではない。しかしこれら植物の中2年生あるいは多

年生の植物は次年度の感染源となるものと考えられ，こ

れら保毒雑草の撲滅は本病防除の上で、大きな問題であ

る。すなわち胆振農場周辺の萎黄病の症状を示した値物

は9科25属29種 1変種であった。なお福士 (1930)は札

幌およびその周辺で/ウゼンハレン，コンギクに，村山ら.

(1963， a)，石川・関山・小谷内 (1967)は後志地方の萎黄

病症状を示す植物を報告している。後志地方の萎黄病植

物のウイノレスについては次の報告にゆずることとした。

なお農場付近にて道路の両倶IJに植込んであったツクパ

ネアサガオの萎黄病症状を示した株を調査した結果は次

のごとくであった。

表 21 ツタバネアサガオの自然発病株調査

調査場所

A 

B 

数
一
株
↑

2

6

病
一

2

6

発
一

数
↑
ル
本
一

q
O
A
V

A
f
v

一
ヴ
d

A

U

査
一

4

調
一

発病率
(%) 
30.1 

16.5 

ヒロヨコバイの多発する場所があるので，圃場外の南方

のカシワ林の中に試験闘を設け，各種植物を播種および

移植して感染状況を調べた。

実験材料および方法

前記カシワ林(牧場)内に 1963年には約lO坪および

4坪の試験圃を約38m離して2カ所(図3)，1964年お

よび66年には約lO坪の試験闘を 1カ所設置し，各種植

物を播種あるいは移植し (1963年には2試験圃とも同じ

種類を植えた)，自然感染によりこれら植物に現われた萎

黄症状を調べた。

播種および移植は同日に行なった (1963年および 1964

年)01963年は6月6日， 1964年は5月14日， 1966年は

5月7日(移植)および5月14日(播種)に行ない， 最

終調査はともに9月末日であった。 各種植物は約 10株

とし随時調査を行なった。供試した植物は3カ年で合

計21科 56属68種 1亜種9変種であって，表22のごと

くである。

これら試験固に植付けた植物の中自然感染した植物は

少なく， 1963年にはオランダゼリ，トウガラシ，シロパ

ナヨウシュチョウセンアサガオ，ツクパネアサガオ， ト

マト，ジャガイモ，コスモス， ヒメジオン，センジュギ

クの9種であり， 1964年にはベニバナツメクサ，アカツ

すなわち，きわめて多くの植物が萎黄病症状を呈して メクサ，ニンジン，オランダゼリ， トウガラシ，シシト

いるのが認められた。 ウガラシ， シロパナヨウシュチョウセンアサガオ，ツク

B. 試験圏における感染植物 パネアサガオ，ト"7r，キンセンカ，エゾギク，シャス

胆振農場周辺には萎黄病症状を示す雑草，作物，花井 ター・デイジー，コスモス，チシャの 14種で1965年に

が多く，一方問場南方あるいは南西方の地域にキ 7 ダラ はツクパネアサガオ，ニンジンおよびエゾギクの3種が
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(1963年)三原牧場内の試験闘場の位置図 3

植表 22 物試供

名)

Chenopodiaceae 

Beta vulga門sL. va r. cicla 

var. rapa (Half Sugar Yellow) 

var. saccharifera 

Chenopodium album L. var. centrorubru/Il MAKINO 

Spinacia oleracea L. (Viking) 

種名学

アカザ科

O フダンソウ

O カチクビート・サトウタイコ γ
. アカザ

eo ホウレンソウ

名和

Amarantaceae 

Amarantus retl'ofiexus L. 

Ranunculaceae 

Adonis amurensis REGEL et RADD. 

ヒユ科・O アヲピュ
ウマノアシガタ科

フクシユソウ

M
 
A
 
H
 c
 

d
 
c
 

-z z
 
y
 
7
 
供

L

f

:

 

沼

山t
e
 

d

M

 

配

M
.
H

光

山

r

r

t

i

?

 

潤

k

m

m
d
μ
 

a

s
匁

叩

E

P

P
A
 

シ科

ハナビシソウ

ヒナゲシ

ケ
• 

Cruciferae 

Brassica campestris L. var. dentata MAKINO 

var.ρaralがnensisMAKINO (雪白体菜)

var.ρekinensis MAKINO 

• ①・

十字花科

O サン lウサイ・O タイサイ
. ハクサイ
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和 名 学 名 (品種名)

O カブラ

.0 キャベア

.0 ハナヤサイ

O カブラカンラン

. アラセイトウ

.0 タイコン

イバラ科

O キンミヅヒキ

. オラン夕刊イチゴ

マメ科・O ナンキンマメ
. キンレンクワ

.0 スイートピー

O ムラサキウマコヤ、ン

・O アスキ
O インゲ γ マメ・O タチオランダケ‘ンゲ
. ベニバナツメグサ

①・O アカツメクサ

・O ツロヅメクサ
. ラジノクロハー

アマ科

・O アマ
① 

ホウセンカ科

ホウセンカ

サンケイ科

φ・オラゾダ Eツノ、
①・O ニンジン

φ・O オヲ γ夕、ゼリ
キヤウチグトウ手十

① ニチニチソウ

ハナシノブ科

<D キキャウナデシコ

シンケイ科・サノレピヤ
ナス科・O トウーガヲシ

. シシトウプfラシ

subsp. rapa HooK. f. et ANDERS. (金町コカブ)

n. oleracea L. (Copenhagen Market， Succession) 

a
 

も

hυw
 
o
 
n
 

Q
U
 y
 
r
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E
 
(
 
L
 
r
 
t
 
ツ7
 
4ι O
 

L
H
V
 

V
A
 a
 
v
 var. gongylodes L 

Matthiola incana R. BR. 

Raphanus s.日tivusL. var. mac ro}うodllsMAKINO (時無大根)

Rosaceae 

Agrimonia pilosa LEDEB. var. japonica NAKAI 

Fragaria g問 ndifioraEHRH. (Fairfa五)

Leguminosae 

Arachis hy)うogaeaL. 

Laburnum vulgare 1. PRESL 

Lathyrus odoratlls L. (Spencer， i'Ve1come， Cuthbertson) 

Medicago sativa L. 

Phaseollls angulari¥WIGHT (早生大納言)

P. vulgαγis L 

Trifolium hybri・dumL. 

T. incarnatulll L. 

T. pratense L. f. sativa SI-:民 (Altaswede，在来種， Kenland) 

1'. repens L. (New Zealand white clover) 

var.ぞとylvestrerace g復antell1lt

Linaceae 

LinuJJl Ilsitatissimulll L. 

Balsaminaceae 

1m}うatienSbalsami1za L. 

Umbelliferae 

Apill1ll graveolens L. (Tall Utah) 

Dallclls carota L.札幌太人参，大型5寸ニンジン， Early Chantenay) 

PetroselinuJn 町田tivumHOFFM. var. japonicuJn KOIDZ. (Paramount) 

Apocynaceae 

Vinca 1'0町aL. (Kermesiana) 

Polemoniaceae 

Phlox drllJnmondii HOOK. 

Labiatae 

Salvia officinalis L. 

Solanaceae 

Capsicllm annllllm L. var.αcllminatllJn FINGERH. (札幌ナンパ:/)

var. grossum SENDT. (California Wonder) 
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和 名名 (品種名)学

①・O

• ①・O• ①・O

O 

シロバナヨウシユ l
チョウセンアサガオ

Datura stramonium L. 

マノレノ~!>ノミコ

タハコ

トマト

ジャカイモ

①・O ツクバネアサガオ

O 

.0 トマト

・O ナスビ
O イヌォ、ォズキ

①・O ジャガイモ

O 

コマノハグサ科

. キンギョソウ

イワタバコ科

. オオイワギリソウ

オオメコ科・O オオバコ
ウリ科・O シロウリ・O マクワウリ・O ユウカオ

Nicotiana glauca R. GRAH. 

N. rustica L. 

N. tabacum L. (Xanthi) 

Solanum lycoρersicum L. (Marglobe) 

S. tuberosum L.農林一号)

Petunia hybri・'da (Common Petunia， Scarlet Glow， Celestial Rose) 

Physalis jlori'dana RYDB. 

So[，ωlum lycoρersicum L.大型福寿， Marglobe) 

S. melongena L. (新橘真，黒光中長)

S. nigr・umL 

S. tubero川

S. villosum 

Scrophulariaceae 

Antuγ-hinllm majlls L. (Angel) 

Gesneriaceae 

GZoxinia digitalijlora PAXT 

Plantaginaceae 

Plantago major L. var. asiatica DECNE. 

Cucurbitaceae 

Cucumis melo L. var. conomon MAKINO f. albus MAKINO (沼目白瓜)

var. makllwa MAKINO (tl露)

Lagenω-ia vulgm・isSER. var. clmJata SER. (長夕顔)

キク科 I Compositae 
① カイザイク A仰 nobiunιalatumR. BR. 

①.  ヒナギク Bellis perem山L.・キンセンタワ Calen'dula officinalis L. (八重咲混合， Ball's Masterpiece) 

①・O エゾギク Callisteρhus chinensis NEES (有明ポンポン， Crego， Powder PU妊，アカネ)

- ヤグノレマギク Centaurea cyanus L. 

. シヤスターデイジー Chγysanthernurnburbankii MAKINO (Sensation) 

①・O コスモス

:])・O ダーリヤ

O ヒメジョ γ

① テンニンギタ・O ヒマワリ
①・O チシャ

①・O センジュギク

Cosmos bipinnatus CA V. みのり，天真)

Dahlia variabilis DESF 

Erigeron annulls PERS. 

Gaillar'dia pulchella FOUG 

Heli 

Lactuca s町Cωaωrz，必'01μaL. (Great Lake， Waya Head) 

Tagetes erecta L. (Supreme， Baby Gold) 
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和 名 '"ι 寸」 名 (品種名)

. セイヨウタンポポ

φ・O ヒャクニチソウ Taraxacum officinale WEB. var. genuinum KOCH 

Zinnia elegans JACQ. (Ponpon) 

Liliaceae ユリ科

O ネギ Allium fistulosum L. (加賀 l本太ネギ)

アヤメ科

O サフラン

Iridaceae 

Crocus sativus L. 

①・ タウショウブ Gladiolus gandavensis HOUTT 

0: 1963年実験 ・:1964年実験 ① 1966年実験

発病した。次にそれら感染植物の病徴を記す。

1963年発病植物の病徴(供試植物数.発病植物数)

1.オランダゼリ(パセリー)(Paramount) (10: 2) 

頂葉から中葉にかけて退緑し，葉面敏状を示す。株

はやや萎縮する。

2 トウガラシ(札幌ナンパン)(20: 2) 

初め頂葉は葉脈透化を示し，後退緑する。株はやや

萎縮し下葉が上方に少しく巻く。

3. シロパナヨウシュチョウセンアサガオ (10:2) 

葉は退緑し黄緑色となる。脈問退緑し，葉は少しく

振れ，奇形を呈する。

4. ツクパネアサガオ (CommonPetunia) (10: 2) 

頂葉退緑し，伸長した小葉を多数族生する。葉紋よ

りも退緑，伸長した葉柄を有する小葉を多数生ずる。

葉縁が少しく上方に巻くことがある。

5. ト7 ト (Marglobe)(10: 1) 

頂葉退緑し，やや紫色を呈した。後ちりめん状の萎

縮葉を生じた。

6 ジャガイモ(農林一号)(10: 1) 

病徴は前述のごとくである。

7. コスモス (Sensat問 1)(20: 3) 

頂葉退緑し，ときに葉縁が上方に巻くことがある。

株は多少萎縮し，花は小形かつ奇形を呈する。

8. ヒメジオン (10:1) 

株はやや萎縮し，また少しく退緑する。花は小形で

花弁の数が少なくなる。

9 センジュギク (Supreme)(10: 1) 

頂葉退緑し，中，下葉やや硬化し，肢芽が多数発生

する。株は少しく萎縮する。

病徴は8月29日より 9月16日の聞に発現した。なお

オオバコおよびア 7 が多少退緑したが発病したか否か明

らかではなかった。

1964年発病の植物の病徴

1.ベニバナツメクサ (10・1)

新葉やや退緑し，小葉叢生し，株はし、ちじるしく萎

縮する。

2. アカツメクサ (Altaswede)(10: 1) 

新薬やや退緑しかっ小形の葉を族生する。株はし、

ちじるしく萎縮する。下葉が赤色を帯びることが

ある。

3. ニンジン(札幌太人参)(10: 3) 

新薬は黄白色乃至黄緑色を皇し3 生育不良で株はや

や萎縮する。

4. オランダゼリ(パセリー)(Paramount) (10・1)

前年と同様の病徴を呈した。

5. トウガラシ(札幌ナンノイン)(10・1)

前年と同様。

6. シシトウガラシ (CaliforniaWonder) (10: 1) 

新葉いちじるしく退緑し，小形となる。葉縁が上方

に捲き上がることがある。

7. シロノイナヨウシュチョウセンアサガオ (10:2) 

前年と同様。

8. ツクパネアサガオ (ScarletGlow) (10・4)

前年と同様。

9 トマト (Marglobe)(10: 2) 

頂葉退緑し，後紫色を帯びることがある。目夜芽は伸

長せず，ちりめん状の葉を叢生する。

10. キンセンカ (Ball'sMasterpiece) (10: 1) 

頂葉退緑し後株全体が少しく退緑する。 1とは小形
で奇形を呈する。

11. エゾギク (PowderPuff) (10・3)

初め葉脈透化を生じ，後新葉退緑し株全体が退緑

してくる。株は萎縮し，小形の奇形花を生ずる。

12. シャスター・デイジー (10・1)



新薬退緑し，株は萎縮し，小形の-{Eを生ずる。

13. コスモス (Sensation)(10・2)

前年と同様。

14. チシャ (WayaHead) (10・3)

新築は少しく退級し，小形の業を先端に多数生ずる。

株は萎縮する。

病徴は7月22日より 8月27日の聞に発現した。

なお，オランダミツバ(セノレリー)およびオオバコが

少しく退緑したが催病したか否か明かで、なかった。

1966年に 1963年， 64年と同様に三原牧場にて植物を

矯緩または移植し，自然感染の結果を調べた。発病した

ものは次のごとである (1965年には実験は行なわなか

った)。

1. ツクパネアサガオ (ScarletGlow) (10・1). 

前述と同様の病徴を9月5日に生じた。

2. ニンジン(札幌5寸人参)(10: 2) 

前記と同様の病徴を8月24日に生じた。

3. エゾギク(有明ボンポン，アカネ)(10: 2) 

前記と同様の病徴を8月24日より生じた。

以上3年間を通じ試験闘で自然、感染した値物は，

14属 16種 1変種となる。すなわち1liH辰!旦場およびその

周辺の I~I 然感染植物は試験|聞を合めると 9 科 25 属 31:fif[ 

1変種となった。
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胆振馬鈴薯原原種農場における

ジャガイモ紫染萎黄病の発生

IX. 

胆振j足場におけるジャガイモ紫j染萎黄病の発生状態に

ついて調査を行なった。

1962年 8月31日胆振農場にて農林一号l閉場(図4E5， 

面積約2.4ha;東西約95m，南北約250m)の紫染萎寅

病の発病調査を行なった。

紫染萎黄病の発病状況を見ると，図5のごとくであ

っ7こ。

この発病株の分布を統計学的に見るためにこの岡場を

20mX20.8mのプロットに分け，これを南北に1ブロッ

クが 24プロットからなるように3ブロックに区分し，南

側からそれぞれ A，B，Cとし，同様に東西についても東

側から D，E， Fのプロックに分け， A， B， Cあるいは

D，E， Fの相互間に発病頻度に差があるか否かを調査

した。4手l

F-2 
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F
 

三

原

牧

場
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「ヒ仁
」

jt 
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nし

0-2 

C-2 
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C-I 

t 当ミミミ

士、ミミミ

Bー|

区

X:キマダラヒロヨコバイ発生地
斜線部'調査地域

胆振馬鈴薯原原種農場 (1962年)図 4
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各プロット別の発病頻度表 23
Nhfi--

北

C 

58!  fi ! 1 424  4 4 ! 0 2 8 
F 

4 3! 1 ! 3 4 4 fi 0 3 : 5 : 5 5 

E 
4 ! 2 8 3 2 : 2 : 3 5 4 3: 5 : 2 

4 : 4 : 3 3 3 i 2 i 1 4 2 3 4 2 

D 
3 5 2: 6 3 2: 5 2 3 : 1 3ト3

2i3!4!1 1 : 4 : 5 5 1 i 2 6 5 

B A 

I訂

-. 

m 
150 

150 

(n = 24) 各プロックの平均および平方和表 24
100 

和

A 

方

95.9fi 

49.33 

平均

3.792 

3.333 

平クツロ7 

B 

C 66.62 

D 59.96 

48.50 

103.96 

3.125 

3.208 

3.250 

3.792 

• • • • 
・

E 

F 

110m 旧。BO 

よる発病頻度にはとくに差が認められず，発病は圃場全

面に分散しているニとを示す。しかし各プロック聞の平

均発病株数を示すと図6のごとくになる。

A， B， Cブロックを比較した際，発病頻度が北側より

南側において高くなっている。このことは早来地方では

5月初旬から 6月初旬にかけて南からの季節風が強く吹

き， s際化したキ 7 ダラヒロヨコバイが悶場周辺の保毒植

物を吸汁し羽化した後偏南風によって馬鈴薯|蘭場に飛来
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紫染萎主主病の発病 (19fi2年)

己竺J
分散分析表

145.29 

115.95 

162.58 

平方和

0.459 

0.208 

0.667 

表 25

平均差

図 5

絞 i
A-B 

B-C 

C-A 

比

F
D
 

白
河
U

ハ
り
ハ
り1.536 

1.821 

1.888 

108.46 

152.46 

163.92 

0.042 

0.542 

D-E 

E-F 

F-G 

1.030 

1.070 

3& 3& 4.0 

平 3.5

均
尭 3.0

病
株 1.5

数 1.0

0.584 

各プロット別の発病頻度は表23のごとくである。

次に t検定を行なうと表25のごとくになる。

33 
3.1 3.1 

3.3 

t = x-fJ .I_MJi 
u • M+N 

1.5 

1.0 

。L:(X.;_X)2+ L: (約一骨)2
Uゐ=、，、マ A

0.5 Pr {I t I > 2.021} = 0.05 (d.f. = 40) 

F C D 

プ口ッ 7

各ブロックの平均発病株数

B 

図 6

A Pr{¥t¥ > 2ωO}ニ 0.05(d.f.二60)

すなわちいずれのプロック相互間にも有意差は認めら

れなかった。このことは悶場の南北あるいは東西方向に
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毎(ときに8日)に行なった。 trapは黄色ペンキを塗っ

た21cm平方の板で 4面を囲い(図8および図版12，

5，7図参照)，表面にうすくグリースを塗ったもので，地

上から 1および2mの高さに， trapの面が圃場(農林一

号間場)の畦方向と同じ面を向くようにして立てた。

trapの園場における配置は図4のB-3および C-3圃場

のそれぞれ一部であって，配置図は図版12，8図に示す

ごとくである。 trapは南北に50mの間隔で，東西は8

畦の間隔をおし、て立てた。この trapて捕獲したヨコバ

イを方向別に図示すると次のようになる(図9-13)。

図9-12に示すごとく，捕獲虫数は南面にもっとも多

:印刷四四四川 く，次いで西面であって，東面および北面は少なかった。

男爵薯 これは虫の発生地域が南，西部に位し，春から晩夏にかけ

して健全馬鈴薯を感染せしめることを示唆しているよう

に考えられる。図4の農場の圃場図でキ 7 ダラヒロヨコ

バイの発生地帯を×印で示したが，連年キマダラヒロヨ

コバイの発生の多いのは南側一帯であり，この地減には

萎黄病症状を示す雑草が多数発見される。これら保毒雑

草が本病の感染源となっているものと考えられる。

さらに 1962年の農林一号および男爵薯の紫染萎黄病

の病株抜取数を示すと図7のごとくになる(ただし農林

一号の畑は6ha，男爵薯の畑は 12haであった)。 すな

わち図7より農林一号畑では7月末および8月末に発病

の山が認められた。

ω口仁二二二二jlX-Z4

口叫訓[

口 |四7

B1仁コ

251L一一一一一一一一一J

150 100 却'‘ 10

農林一号

図 7 胆振農場における紫染萎黄病発病株数 (1962年)

x. キマダラヒロヨコバイの発生と
紫染萎黄病発病との関係

ジャガイモ紫染萎黄病はキ 7 ダラヒロヨコバイの媒介

によって伝染する病害であるので，該虫の発生生態と密

接な関係を有することが考えられる。これらの点につい

て調査研究を行なった。

A. 実験材料および方法

キマダラヒロヨコパイ摘獲の stickytrapを圃場に 10

本立て，調査は1964年6月16日より 9月21日まで5日

図 8 sticky trap 

て南あるいは南西風の多いためではなかろうか。つぎに

trapの上段および下段で捕獲された虫数は図 14および

15であって，下段においてやや多く捕獲された。

図13における捕獲虫数から見てキ 7 ダラヒロヨコパ

イは6月中旬頃より飛来数が多くなり 6月下旬に第1

回成虫の発生の山が見られるが，後急激に減少し再び

8月初旬より第2回目の成虫が認められ 8月下旬に再

び発生の山が認められる。その後急減して行くようで

ある。

つぎに紫染萎黄病株の 1964年における圃場の発病を

調査した結果を図 16に示す。この調査結果も 1962年の

結果(図5)のごとく圃場全体に一様に発病していること
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この図より見てキマダラヒロヨコバイの第1回発生の

山は6月末に見られるが，紫染萎黄病発病の山は8月祇

旬であってこの間約1カ月余の間隔が認められるが，こ

れはヨコパイおよびジャガイモ体内における潜伏期聞を

示すものではなかろうか。第2回目の該虫の発生の山は

8月末に認められるが9月中下旬以降は農林一号は枯凋

期に入札それに続いて掘取期となるので第2四月の該

虫の発生と紫染萎黄病との関係については明かではなか

m 

150 . . . 
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150 っfこ。

.・. 
ついで1965年にても同様の試験を図46胆振農場の

岡場の B-2およびC-2の一部の岡場(農林一号)で行な

った。 その結果1965年度においては捕獲虫数がきわめ

て少なかったが， 1964年度と同様な傾向が認められた。

すなわち，第1回目の該虫の発生の山は6月末に認めら

れ，一方紫染萎黄病の発病の山は8月中旬に見られた。

その聞の間隔は約1カ月半であって， ヨコバイおよびジ

ャガイモ体内における潜伏期間と考えられる。 1965年

および1966年の捕獲虫数は少なかったが，紫染萎黄病

の発生は1964年に比較してそれほど少なくはならな方、
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図 16 紫染萎黄病の発病 (1964年)

が認められた。

つぎにキマダラヒロヨコバイの発生と紫染萎黄病発病

との関係を見ると図17のごとくである。

った。

これは本ウイノレスが永続的ウイルスなるがために-El

保毒したキマダラヨコバイがジャガイモ畑に飛来した場

合，該虫が長期間感染力を有するために発病株がそれ程

減少しないためではなかろうか。
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図 17 キマダラヒロヨコパイの発生と紫染萎黄病発病との関係

表 26 虫媒接種試験

事吋 i供試虫数| 意吋 l供試虫数| 接 種 植 物 実験結果キ

オオバ 士2 1-1 

咽・ 26- IX・14- A若手 24 
ジャガイモ(農林一号) 2-1 

IX . 14 98 X.25 ニ乙 ゾギク 2-1 

(20日間) (42日間)
B群 22

1-1 ーミr

アカツメク斗ナ 1-1 

XI. 萎黄病擢病ジャガイモの接種試験

萎黄病羅病ジャガイモより牛 7 ダラヒロヨコバイおよ

び接木によって各種植物に接種し，その病原ウイノレスの

同定を試みた。 1960年胆振馬鈴薯原原種農場に発生し

たジャガイモ(農林一号)の萎黄病株を用いて実験を行

なった。

A. 虫媒伝染試験

1 実験材料および方法

萎黄病憶病ジャガイモ(農林一号)を接種源植物とし，

接種源植物

ジャガイモ

(農林一号)

オオバコ，ジャガイモ(農林一号の実生)，アカツメクサ，

ト7 ト，エゾギクを 1鉢 1株ず、つ植えたものに接種を行

なった。無毒の牛 7 ダラヒロヨコパイ 98頭を昆虫飼育

箱中にて病植物に20日間放飼し，後接種植物上にて 42

日間吸汁せしめた。 なお獲得吸汁期間中に52頭が死亡

したので生存虫を2群 (22頭， 24頭)に分け2箱中で該

種を行なった。

2. 実験結果

実験結果は次表のごとくである(結果は2箱分の合計

を示す。

*接種植物数 感染植物数

以上の結果よりオオノてコ， ジャガイモ，エゾギク， ト

マトおよびアカツメクサが発病した。発病植物の病徴を

簡単に記すと次のごとくである。

a. オオバコ.植物は萎縮し，葉が少しく退緑した。

b. ジャガイモ:典型的な紫染萎黄病の病徴を生じ

た。

c. エゾギク.頂葉退緑し，葉脈透化を生じた。筒

状花は少なく，舌状1とは発達不良
で子房はし、ちじるしく伸長したo

d. ト マ ト.頂葉退緑し，葉裏は紫色となり，

茎には気根が発生し，側校は節間

が短かくなった。

ι アカツメクサ:新葉は葉柄がきわめて短かく，小

葉が小さくなり叢生した。
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B. 接木接種試験

1. 実験材料および方法

び Nicotumaglauω，ジャガイモ(男爵馨，農林一号)

でそれぞれ鉢に植えた。接木は権病ジャガイモ頂部を接

接種源植物は前同様，萎黄病ジャガイモ(農林一号)で 穏とし割接を8月13日に行なった。

ある(接穂)。接木した植物はシロパナヨウシユチョウセ 2. 実験結果

ンアサガオ (Daturastramonium)， ヨウシュチョウセ 10月5日頃から病徴が現われてきた。結果を示すと次

ンアサガオ(D.tatula)，トマト，ツクパネアサガオおよ 表のごとくになる。

表 27 接 木 試 自負

トマト
ジャガイモ

男爵薯|農林一号瓦~I三;jzl;Fiji引 N. gl…l 
j ヤガイモ(農林一号) 2ーグ 2-1 

*接種植物数ー感染植物数

これら発病植物の病徴を簡単に記すと，次のごとくで

ある。

a. シロパナヨウシュチョウセンアサガオ:薬は少

しく退緑し，黄色を呈した。脈問部の退緑がし、ち

じるしく，葉はやや奇形を示した。

b. ョウシユチョウセンアサガオ: 前者にはぼ同じ。

c. N. glauca : 病徴は明瞭で‘はなかったが，葉に退

緑斑紋を生じ，菓は少しく採れて奇形を呈した。

d トマト. 虫媒伝緑によるものとほほ同様であっ

た。とくに協葉が退緑し葉肢が赤紫色となった。

e. ジャガイモ. 前向様であった。

以上の虫媒伝染試験および接木試験により 1960年に

胆振農場に発生したジャガイモ(農林一号)の萎寅病ウ

イノレスは asteryellows virusと考えられる。

なお大島 (1955)，大島・後藤 (1956，a， b)はコウゾリ

ナに，大島・後藤 (1957，a)はケチョウセンアサガオに，

また大島ら (1957，c)はテンニンギク，カカリヤ， ヒャ

クニチソウ，キンケイソウなどが asteryellows virus 

に侵されることを報告し大島・後藤 (1957，a)はタパ

コおよびナスビが本ウイルスの保毒植物であとことを認

めた。後章 XIVにおいてもトマト萎黄病がタバコにう

つり保毒植物となること，オオバコにうつることが知ら

れている。

XIl. 胆振馬鈴薯原原種農場およびその周辺に発

生する萎黄病症状植物のワイルスについて

胆振馬鈴薯原原種農場およびその周辺に発生する多く

の萎黄病症状を示す憶病植物の病原ウイノレスの同定を行

なった。 1962年には擢病植物を北海道大学農学部と胆

振馬鈴薯原原種農場とに分け，向ーの接種植物を用いて

1-1 2-2 2-1 2-1 

実験を行なった。供試虫の保毒の有無の検定は両所にて

試みた。 1963年には供試虫の保毒の有無の検定は胆振農

場で行ない，擢病植物のウイルスの同定を北海道大学農

学部で行なった。 なお 1963年にはジャガイモの萎黄病

症状のものにもかなりの重点をおし、て実験を行なった。

A. 実験材料および方法

1 実験材料

a. 擢病植物

胆振農場およびその周辺に発生する擢病植物を供試し

たが，実験中供試虫が保毒していたことが判明したもの，

供試虫の姥死しあるいは接種植物の枯死あるいは感染し

た植物の種類の少なかったことによって結果の判定がで

きなくなったもの，ならびに後志産の権病値物を用いた

実験を除外した。その結果次の罷病植物による結果をあ

げることにしたが，それら催病植物の病徴は VIII章に

示したごとくである。

b. 接種植物

緩種植物は温室中で播種，後 12cm鉢に 1-3本移植

し， 5-lOcmに達した苗を用いた。

c. 供試虫

6月中，下旬より胆振農場の周辺でキ 7 ダラヒロヨコ

バイを採集し，エゾギクあるし、はアカツメクサを用いて

保毒の有無を検定した。健全と認められた虫の卵より解

化した幼虫を用いた。

2. 実験方法

キマダラヒロヨコバイの保毒検定には検定植物を 1本

ずつ植えた植木鉢上に絹ゴースを張った円筒型網筒をか

ぶせ 1株に 10匹ず、つ虫を汝って保毒の有無を 10匹単

位で、調べた。エゾギクあるいf;kアカツメクサ上に産みつ

けられた健全虫の卵からの幼虫あるいは成虫を用い，擢
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病植物に放飼した。ときに供試虫の保毒検定の結果の得 生ずる。ときに新葉を族生することがある。

られぬうちに接種試験に用いたことがある。ただしこの 6 コスモス

場合に供試虫が保毒であることが後に判明した場合には 頂葉退緑し，退緑は葉柄にまで及び株全体が黄緑色を

その接種試験の結果は除外した。 呈することもある。ときに葉が振転することもある。小

健全虫を擢病植物に 10-22日間獲得吸汁せしめた。 形の奇形花を生ずる。

ただ植物の種類により，とくにツクパネアサガオでは供 7. 7Jレパタバコ

試虫が短日間で姥死したので最短3日間というものもあ 頂葉退緑し，新葉を叢生する。葉肢から新業を叢生す

った。また闘場より温室に移植することが困難であった ることもある。病徴を生ずるまでかなりの日数を要する。

7 クワウリ，ユウカoオ，ジャガイモなどの大きな株は園 8. ニチニチソウ

場で植物の一部に円筒型網筒をかぶせ，筒の両端から長 上にほとんど同じ。

く伸した絹ゴースの一端を紐でしばり，他端から健全虫 9. ニンジン

を入れて後この端をしばった。ジャガイモの場合には支 いちじるしく退緑し，黄緑色となった新葉を生ず、る。

柱を立ててこれに筒を結びつけた。獲得吸汁の終った虫 株は少しく萎縮する。

は直ちに接種植物に放飼した。接種の際は昆虫飼育箱 10. キキョウナデシコ

(30x30x50 cm， 3側方金網張)中に 12cm鉢に植えた 頂部が退緑し，茎はし、ちじるしく伸長する。小形の退

接種植物を入れ，この箱の中に獲得吸汁の終ったキマダ 緑した葉を生ずる。

ラヒロヨコバイを放った場合と， 12"cm鉢に植えた接種 11.セノレリー (Fordhook)

植物に絹ゴース張円筒をかぶせて，これに供試虫を放っ 病徴を生じなかった。

た場合とがある。接種吸汁で死ぬまで放飼を続けたもの なお天狗巣病羅病ジャガイモを接種源としたものは既

があるが，供試虫は1カ月以上ときに4ヵ月後において 報 (FUKUSHIet al. (1955)，福士ら (1955)，福土・四方

もなお僅かながら生存を続けていたものがあった。接種 (1959)，田中ら (1951，53))の天狗巣病権病植物と同様の

植物は早いものでは約3週間後，遅いものでは約4カ月 病徴を生じた。感染植物は以上の様な病徴を示したが，

後(冬期間の悪条件のためと思われる)に病徴を生じた これら接種植物中ジャガイモおよび卜 7 トはその病徴か

ものがあったが，観察は接種後約半年間続けた。 らウイノレスを同定するのにもっとも有力であるが，病徴

B. 実験結果 を現わさぬ中に枯死したものが多く，またジャガイモの

1962年および1963年の実験結果を表示すると表28，29 野生種 Solanumac似た，S. antipoviczii， S. de明 issum

のごとくである。発病植物の病徴は次のごとくであった。 も生育不良で、枯死株が多くウイノレスの同定ができなかっ

1. ジャガイモ(農林一号) たので，前2者は表29から取除いた。よって他の接種

頂葉の退緑，小葉基部の上方への巻上りが見られ，と 植物の病徴，病原性からウイルス(主としてエゾギク萎

きに該部が紫色を帯びることがある。葉肢に赤紫色の空 黄病ウイルスおよびジャガイモ天狗巣病ウイルス)の問

中興茎を生ずる。 定を試みた。すなわち福士・四方 (1959)，田中ら (1951，

2 卜7 ト(福寿一号 53)，大島 (1954)，大島・後藤 (1956，a， b)， HALlSI¥Y ら
新葉退緑しときに紫色を帯びることがある。感染後 (1958)，大島 (1960)，塩田ら (1960，b， 62， a)，大島・根本

日がたつと新葉が捲縮し，株の頂部に叢生する。 (1962，a， b， 64)および後述の XIII，XIV章よりジャガ

3 ツクパネアサガオ イモ天狗巣病ウイノレスとエゾギク萎黄病ウイルスとによ

新薬がし、ちじるしく退緑し，小葉が族生する。ときに る各種接種植物の病徴を示すと次のごとくになる。ただ

葉が上方に巻き上ることもあり，早く枯死することもあ しジャガイモの病徴は除いた。

る。葉肢からも小葉を叢生する。1. トマト

4 アカツメクサ ジャガイモ天狗巣病ウイノレス.植物体が退緑し，葉の

退緑し小葉をつけた新葉が族生する。葉柄は伸びず 退緑いちじるしく，株はやや萎縮する。葉は狭長となり

いちじるしく短かく，株の中心部に叢生する。 葉肢から多数の枝条を旺んに伸長する。

5. エゾギク エゾギク萎黄病ウイルス:植物体は初めあまり萎縮

頂葉退緑し，葉脈透化をきたす。後葉脈透化は不明瞭 せず，全身的ないちじるしい退緑は認められない。初め

となる。株は一様に退緑し，萎縮し，小さい奇形の花を 頂葉が退緑し，ときに葉裏が紫色を帯びることがあり，
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表 28 接種試験 (1962年)

獲得供試接種供試
接 種 植 物

接種源植
実験開始

吸汁 吸汁
二L ニゾ アク マタ ツア ジイ

物のウイ
権病植物 期間虫数期間 虫数

ゾ チ カ ノレノ、 ク→ナ 弓ミF ヤ ノレ戸、
月日 ギ モジ 一 ツ

ノミ力、
(推定)

(日)(頭)!(日)(頭) ク スン チウ メそナ
ノ、ポ コ ネオ ガモ

一 ン 三次 ン 8月2日 22 60 54 35 1-1 1-1 3-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-0 AYV 

キンセンカ 8月9日 22 60 28 52 3-3 3-3 3-3 1-1 1-1 1-1 1-1 1-0 1-0 AYV 

二工 ゾ ギ ク 8月9日 22 60 47 35 3-3 1-1 1-0 1-1 3-2 1-1 1-1 1-1 1-0 AYV 
士2 ス モ ス 8月10日 21 60 47 50 1-1 1-1 1-1 1-1 I 1-1 1-0 1-0 AYV 

ト ーマ ト 8月10日 21 61 42 9 1-1 1-1 I 3-2 1-1 1-0 1-1 I 1-1 1-0 1-1 AYV 
ジャガイモ

8月10日 21 60 47 35 1-1 1-1 1 3-1 1-1 1-1 1-1 I 1-0 1-0 1-0 PWBV 
(天狗巣病)
ト ーマ 8月10日 21 67 36 8 1-1 1-1 3-1 1-1 1-1 1-1 1-0 1-0 1-0 AYV 

ーマ 8月11日 20 60 47 48 1-1 1-1 3-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-0 1-1 AYV 

スイートピー 8月11日 10 64 13 1 I 1-0 1-1 1-0 1-0 1-0 1-0 1-0 1-0 1-0 不明

マクワウリ 8月14日 18 60 39 43 3-3 3-3 1-1 1-1 3-2 1-1 1-1 1-0 1-0 AYV 

マクワウリ 8月17日 10 62 34 7 1-1 1-1 3-1 1-1 1-0 1-1 1-1 1-0 1-0 AYV 

ツリガネニンンン 8月21日 18 60 39 35 3-3 1-1 3-2 1-1 1-0 1-1 2-1 1-1 1-0 AYV 
ツリガ平ニ γ ジン 8月21日 10 57 25 17 1-1 1-1 1-1 1-1 1-0 1-1 I 1-1 1-1 1-0 AYV 
ナンテンハギ 8月21日 16 60 41 12 1-1 2-2 1-1 1-1 1-0 1-1 1-0 1-0 1-0 不明

エゾタツナミソウ 8月21日 18 60 39 28 1-1 1-1 3-1 1←1 1-1 1-0 1-0 1-0 1-1 AYV 
キンミズヒキ 8月21日 18 60 I 39 22 1-1 1-0 1-1 1-1 1-1 1-0 1-0 1-0 1-1 AYV 
アキノキリンソウ 8月21日 16 60 41 3 I 1-0 1-1 1-1 1-1 1-0 1-0 1-0 1-0 1-0 不明

ヒメ、/オン 8月21日 18 60 39 26 1-0 2-1 1-1 1-1 1-0 1-0 1-1 1-0 1-0 AYV 
ニエ ウ カ オ 8月21日 18 60 39 2-2 1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-0 1-0 AYV 
キンセンカ 8月24日 20 46 16 35 1-0 l←× 1-x 1-1 1-1 1-x 1-1 1-1 1-1 AYV 
コ 戸、 モ ス 8月24日 20 38 16 32 1-1 1-1 1-1 1-1 1-0 1-X 1-1 l←O 1-0 不明
ジャガイモ

8月25日 16 40 19 32 1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-0 1-) 1-x PWBV 
(天狗巣病)
ト てr 8月25日 20 52 15 23 1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 1-x 1-x AYV 
ツクバネアサガオ 9月3日 3 I 50 4 24 1-0 1-0 1-1 1-1 1-1 1-0 1-1 1-0 1-x AYV 

A YV: aster yellows virus， PWBV: potato witches' broom virus， X: 枯死

上部の葉は細くなり直立する傾向がある。生育後期には

頂部および側枝の頂に退緑した萎縮葉を叢生する。すな

わち薬身狭長となり葉縁波状を呈し，節間短縮し，業肢

からさらに同様の葉を生す、るためにかかる症状を示す。

2. アカツメクサ

ジャガイモ天狗巣病ウイノレス: 催病株より退緑した

多数の新葉を生ずる。一般に新薬の葉柄は細長く葉は仲

長する。

エゾギク萎黄病ウイノレス: 退緑し，小形の新葉を叢

生する。葉柄はL、ちじるしく短かく，株の中心部に密生

する。

3 ツタノてネアサガオ

ジャガイモ天狗巣病ウイノレス: 病徴を生じなし、。

エゾギク萎黄病ウイノレス・ 新葉退緑し，小形の葉を族

生する。新葉の葉柄は細く，伸長する。葉肢からも小葉

を多数叢生する。憶病葉はときに上方に巻き上ることが

ある。

エゾギク， コスモスなどでは両ウイルスによる差はあ

まり認められず，その他の接種植物ではさらに検討を要

するようである。なおセJレリー，キキョウナデシコはエ

ゾギク萎黄病ウイノレスの系統を調べるために{共試したも

のである。

以上の接種植物における両ウイノレスによる病徴の差異

をもとにして考察を加えると，胆振農場およびその周辺

に発生する各種植物の萎黄症状株の病原ウイルスはエゾ

ギク萎黄病ウイルスであろうと考えられる。
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表 29 接種試験 (1963年)

接種 植物
獲得 接種源植

実験開始
17夕刊|マタアア催病植物

吸汁
虫数 吸汁 虫数チ カ キデノレハマクサ Lι!emi ノレ

物のウイ

月日
期間 マ 日ーヤ リ ノレス

(頭)期間
ニツヨシ ハガ

(日) (頭)チウメサウコパコネオ ssum 方モ l (推定)

グャガイモ(農林一号) 9月4日 10 20 死ぬ 11 2-2 まて、

ジャガイモ(農林一号) 9月6日 10 35 " 26 2-2 
ジャガイモ(農林一号) 9月6日 10 43 " 37 3-3 
ジャカイモ(農林一号) 9月6日 10 41 " 29 2-2 
ジャガイモ(農林一号) 9月6日 10 37 " 35 1-1 
ジャカイモ(農林一号) 9月6日 10 32 " 21 3-3 
ジャガイモ(ケネベック) 9月6日 10 15 " 8 I 2-2 
ジャガイモ(ヶネベツク) 9月 6日 10 38 " 26 

ーマ 9月9日 10 30 " 23 
ドイツアザミ 9月 9日 10 46 " 24 
マクワウリ 9月9日 10 43 " 19 
ト ーョr ト 9月 9日 7 45 " 30 
シシトウガラシ 9月10日 6 18 " 5 
ニ乙 ゾ ギ ク 9月10日 10 15 " 11 

A YV: aster yellows virus， X: 枯死

XIII. ツクパネアサガオのジャガイモ紫染萎黄病

およびジャガイモ天狗巣病に対する反応

3-3 

2-2 

3-3 

2-2 

2-2 

2-2 

胆振農場にはジャガイモ紫染萎黄病とジャガイモ天狗

巣病が発生し，ともにキマダラヒロヨコバイによって媒

介される。この両病害はジャガイモ上では明らかに異な

る病徴を生ずるが，他の植物て、はその区別の明瞭て、ない

ものが多い。 ツクパネアサガオ (Petunia)は asteryト

llows virusに侵されることは本文中で既に述べたが，

天狗巣病ウイノレスに侵されるか否かをさらに確かめるた

めに実験を行なった。ツクパネアサガオがジャガイモ天

狗巣病ウイルスに侵されないことは，田中ら (1951，53) 

および福士・四方 (1959)によって報告されているが，さ

らに実験を行なうことにした。

A. 接木接種

実験第1.

1966年6月 10日，天狗巣病権病農林一号を接穂、とし

て健全ト 7 ト， ツクパネアサガオおよびジャガイモ(農

林一号)に接木(割J却を行なった。接木後80-100日間
の観察を行なったがツクパネアサガオには発病が認めら

れなかった。一方トマトおよびジャガイモは28-45日

で病徴を生じたが，トマトでは若い校条をやや多く生じ

伸び型のいわゆる天狗巣病に侵された場合の病徴を示

1-1 2-1 1-1 3-3 1-1 1-x AYV 

1-1 1-1 1-1 1-1 1-1 AYV 

1-1 2-1 1-1 1-1 3-x AYV 

1-1 2-2 1-1 2-1 2-X AYV 

1-1 2-2 1←1 2-2 1-1? AYV 

2-2 2-2 1-1 2-2 1-x AYV 
1←1 2-1 1-1 2-2 1-x AYV 

1-1 2-2 3-3 1-x AYV 

1-1 2-1 1-1 2←2 1-x AYV 

1-1 1-1 1-1 1-x AYV 

1-1 1-1 1-1 1-0 AYV 

1-1 2-2 2-2 AYV 

1-1 1-1 1-1 1-X 

1-1 2-1 2-1? 1-xl AYV 

表 30 媛本接種

砧
接 トマト!ツタノ、ネ|ジャ ィ

i サガオ¥' ， -- ， 
穂

天狗巣病擢病
、/ヤガイ-'E

(農林一号)
2/2 。1/2

しジャガイモは天狗巣病症状を生じた。

B. 虫媒伝染試験

実験第1

2/2 

ウイノレス給源植物として天狗巣病催病ジャガイモ(農

林一号)および asteryellows virus擢病トマトを用い

た。 1966年6月 22日-29日まで8日間モモアカアブラ

ムシを病植物上で吸汁させ， 後 6月 29日-7月27日ま

で29臼間ツクパネアサガオ上にて吸汁せしめた。結果

は表31のごとくである。

実験第2

同様のウイノレス給iAt植物を用いて7月 27日より行な

った。実験結果は表31に示した。

実験第3

天狗巣病権病ジャガイモ(農林一号)をウイノレス給源

植物としモモアカアブラムシを用いてツクバネアサガ

オに接種した。木実験は 1966年8月 12日より行なっ

た。結果は表32のごとくである。
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表 31 虫 媒 伝 染 試 験

実験!ウイルス l獲得吸汁 |附l接種吸汁 l峨げネァLlml備 考番号給源植物 期 間 虫数期間 虫数 株数 株数

ト ?ミF ト 6月22日~ 6月29日~
ケsteryel¥吋 6月29日 20 7月27日 3 2 l 9月8日発病

1 1¥ vlrus (8日間) (29日間)

ジャガイモ
同 上 20 同 J: 3 2 O 

(天狗巣病)

ト 円ミF ト 7月27日~ 8月4日泊、らケt巴r'y山 8月4日 35 10 2 1 9月26日発病
( 9日間)

虫の死ぬまで
2 
ジャガイモ

同 上 35 同 上 1O~13 3 O 
(天狗巣病)

* 各植物当虫数

表 32 虫媒伝染試験

2吋 ):塁本lz叫ウイノレス
給源植物

3 ジャガイモ
(天狗巣病)

8月12日~
8月31日 50
(20日間)

8月31日~
9月5日
( 6日間)

戸|接 種計虫病i
長数|ツクパネアサガオ謀数| 備 考
i 株 数 1

1フド
l 
ツタパネアサガオ

O 上ではキマダラヒ
ロヨコバイの生存
日数は短かい

内
り
で
カ
ま
日
ぬ
叩
死
月
の
9
虫

に
リ口

H
~
。
間
十

日
月
則
一

ウ
4
q
d

一

A
生
一

月
(
↑

nwu 
一
上

一

同7
 * 各植物当虫数
接種植物は 11月15日まで観察を行なった。

実験第4.

実験第3と同様にして9月7日より行なった。結果は

表32に示すごとくである。

以上の結果を通覧すると asteryel¥ows virusはツタ
ノてネアサガオにはうつるが， ジャガイモ天狗巣病ウイノレ

スはツクパネアサガオを侵さないと考えてよいようであ

る。このことは圃場に発生する多くの萎黄病症状株のウ

イノレスを同定する場合，有力な手がかりとなると恩われ

る。ただ，ツクパネア寸ガオ上ではキ 7 タラヒロヨコバ

イの生存日数は短かく普通数日以内でかなりの虫が~死

する。

XIV. 札幌市に発生したトマトおよび

ニンジンの萎黄病について

1957， 58年札幌市北海道大学農学部農場にトマトおよ

びニンジンの萎黄病が発生し，これらの病原ウイノレスの

究明が望まれるに至った。それでこれら病原植物を用い

て接木接種ならびにキマダラヒロヨコパイによる虫媒伝

染試験を行なった。なお比較試験としてジャガイモ天狗

巣病を病原として接種試験を行なった。

つ
“ 

2 。 同 上

A. 実験材料ならびに方法

1. 病原植物とその病徴

a. トマト萎黄病

頂部退緑し，ときに少しく紫色を得びる。全株少しく

萎縮する。

b. ニンジン萎黄病

蹴葉および葉柄ともに黄緑色乃至黄白色を呈し，とき

に葉柄が少しく振れることがある。葉は叢生する。

2. 接木接種

制緩法を用いた。接持;は10日以上活着したものにつ

き3カ月以上観察を行なった。なお一部のものについて

は逆接種を行なった。

3 虫媒伝染

無毒のキマダラヒロヨコバイを用し、，昆虫飼育箱 (30

X30x50cm)中で伝染試験を行なった。

4. 接種植物

t妥木接種ではタバコ， <)レパタパコ (Nicotianarusti-

ca)， ト7 ト(Marglobe)，ジャガイモ(農林一号)を用

い，虫媒伝染では以上の4種の外にツクパネアサガオ司N.

sylvestris，アカツメクサ，ニチニチソウ，ニンジン，エ

ゾギク， ヒャクニチソウを供試した。
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表 33 トマト萎黄病接木接種

権病植物 接種植物 逆接種 |逆接種の結果

タ ノ、 コ 2月10日 3-1 
4 月 4 日 1本発病
トマトに接木 (7月9日)

ーマ 4月14日 3-2 5月2日
/1 4月30日 3-2 (~月 15 日発病)

5月16日
/1 5月28日 3-1 6月9日発病

萎黄病擢病 11 6月4日 2-0 

ーマ ト l マノレバタ λ コ 4月30日 3-0 

Fノ 6月4日 2-0 

11 6月16日 3-0 

ジャガイモ 5月28日 3-0 

1/ 6月16日 2-0 

表 34 γ ャカイモ天狗巣病接木接種

擢病植物 接種植物 接木月日 接木植物数 発病植物数

ーミF

天狗巣病権病
/1 

マ/レバタ λ コ
ジャカイモ

/1 

ジャカイモ

4月14日

4月30日

4月30日

6月16日

6月16日

3-3 (5月2日発病)

3-3 (5月23日発病)

3-0 

3-0 

2-1 (7月12日発病)

B. 実験結果 はじめに葉脈が退緑し，茎葉伸長する。頂葉いちじる

1.接木接種 しく伸長し先端が下方に巻き，退緑する。伸長した側

a. トマト萎黄病 校を生じる。

タバコ(逆綾種を行なう)およびト 7 トに発病が認め 11 ジャガイモ

られた。比較のために行なったジャガイモ天狗巣病では 福土ら (1955)による病徴と同様であるo

卜7 トおよびジャガイモ(農林一号)が発病した。 2. 虫媒伝染

接木接種によってトマト萎黄病はタバコおよびト 7 ト キマダラヒロヨコパイを用いて行なった実験結果は表

に，ジャガイモ天狗巣病はト 7 トおよびジャガイモに発 35， 36，および37のごとくである。

病せしめることができた。感染植物の病徴を記すると次 a. トマト萎黄病

のごとくである。 結果は表35に示すごとくであって，トマト萎黄病はキ

a. トマト萎黄病による病徴 マダラヒロヨコバイによってニンジン，エゾギク，アカ

i タバコ ツメクサ，ツクパネアサガオに感染が認められた。

タバコにはほとんど病徴が認められなかったが， トマ b. ニンジン萎黄病

トに逆接種を行なったところトマト萎貰病と同じ病徴を 実験結果は表36に示すごとくで，ニンジン萎黄病は

生じた。 エゾギク，ニンジン..，.ノレパタバコ，ジャガイモ，ツ

ii トマト クパネアサガオおよびニチニチソウに感染が認めら

搬葉が退緑し，ときに葉縁および葉裳が紫赤色となる。 れた。

病状が進むにつれて頂業萎縮し，ちりめん状となる。茎 c. ジャガイモ天狗巣病

葉は退緑いちじるしくなる。 つぎにジャガイモ天狗巣病を用いて，キマダラヒロヨ

b. ジャガイモ天狗巣病による病徴 コパイによって接種試験を行なった。結果は表37のご

1 トマト とくである。
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ト萎貰病虫媒伝染ーマ表 35

(8月16日発病)

(10月6日発病)

(8月15日発病)

(8月16日発病)

(10月20日発病)

発病植物数
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4

3
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一物一
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2

4

2
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接種吸汁期間
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モ
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イ

、日

シ/

ゾギ
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γ 

ヤ‘/ 

6月16日-6月25日

6月24日-7月15日

6月16日-6月25日

6月24日-7月15日

6月26日-7月15日

6月16日-6月25日

6月16日-6月26日

6月24日-7月15日

6月26日-7月15日

6月16日-6月25日

6月26日-7月15日

6月16日-6月25日

6月26日-7月15日

6月16日-6月25日

獲得吸汁期間権病植物
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2

扉
協
同
一

ク

γ

i 獲得吸汁期間 | 
8月25日-9月13日エ

6月10日-6月23日

8月25日-9月13日

8月25日-9月13日

8月25日-9月13日

6月10日-6月23日

8月25日-9月13日

8月25日-9月13日

8月25日-9月13日

8月25日-9月13日

6月10日-6月23日

ニンジン萎主主病虫媒伝染表 36

発病植物数接種植物権病植物

(10月24日発病)ギ

ジ

マノレバタバコ

ジャブf イ

ト

ソ

ン

(10月29日発病)

モ

ト

ツタハネアサガオ

ヒャクニチソウ

ニチニチソウ

て才

萎黄病催病

ニンジン

(12月9日発病)

" 

|接調供試11il':fif!J>titWHs'1 劉 接種吸汁期間!
植物劃虫数 1 

マト 2 32 7月15日~
発死

クパネ 2 32 7月15臼~
ガオ " 

" 2 50 7月15日~

7月15日~

10月 913-

8月11日~

8月30日~

8月30日~

サ

-
W

ウ

コ

ク

山

川

ソ

バ

メ

切

チ

タ

ァ

ザ

ニ

パ

カ

.

チ

ル

ト
ッ
ア

7

N

-
一

マ

タ

寸
間
ー
コ
同
|
凶
日
|
日
1
i副
|
|
削
|
日

J
同

期
一
~
日
~
日
~
日
~
日
~
9
~
日
~
ω
~
ぬ

汁
一
日
月
日
月
日
月
日
月
日
月
日
月
日
月
日
月

旧
民
一

5
7
5
7
5
7
5
7
5
0
2
8
6
8
6
8

里
一
2

2

2

2

2

1

得

一

月

月

月

月

月

月

月

月

獲
一
6

6

6

6

9

8

8

8

両

方

一

巣

病

ガ

4
7
t

一

狗

催

ヤ

羅

植

一

天

病

ジ

ジャガイモ天狗巣病虫媒伝染表 37

種接逆発病植物数

。
接種植物

O 

、I
l
-
-
l
J

守、、t
a
-
-
J

病
日
病
日
日
病
も
月

2

幼

児

と

5

月

月

月

本

年

発

8
発
凶
日
発
2
翌

，t
t

/

1

1

1

/

l

l

、、

木
)
虫
)
そ
虫
)

日
μ

口
μ

円口

接
5
に

7
に
り

6

こ

2
サ

2
サ

よ

1

引
明
F
本
リ
ク
株
リ

イいメ
2

い
メ
の
い

ガ

ツ

染

ツ

れ

染

ヤ

本

カ

伝

カ

ぞ

伝

ジ

1
ア

媒

ア

れ

媒

〆
I
l
l
-
-
p
j
f
l
l
t
F
I
J

・、ーー、

、i
f

、11
1
'
J
、l
h
J
/

，、
l
'

病

病

日

病

病

発

発

初

発

発

口
H

口
HH
同
月
口
M

口
H

1
7
4
お

月

年

月

年

月

月

9

翌
6
翌
8

ロ

i
t
f
a
-
-
/
1
¥
I
1
 

1
ム

1

i

q

4

1

i

O 

32 

10 

30 

1 

2 

4 
イモ

1 (翌年1月発病)

20 

20 

2 

2 ::I 
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表 37に示すごとくジャガイモ天狗巣病はアカツメク する。

サ，N.ぺylvestr仏ニチニチソウ， マノレノミタバコおよび d. トマト萎黄病

タパコに感染した。 1962年北大農場に発生したトマト萎黄病について実

これら感染植物の病徴は，後に纏めて記することと 験を行なった。結栄は次表のごとくである。

表 38 トマ l 萎黄病虫媒伝染

権病植物 獲得吸汁期間 接種植物 !接種l供試|接種吸汁期間!植物数虫数
発病植物数

8月23日-9月11日 ツタパネアサカオ 5 20 9月11日~舞死 O 

11 11 5 20 11 O 

萎黄病擢病
11 マノレノミタノえコ 5 30 11 

3 (暫16日発病)
11 ニチニチソウ 3 30 11 3 ( 11 

ト ーマ ト
11 ニ乙 ソ ギ ク 5 40 /1 2 (10月8日発病)

11 ヒャクニチソウ 5 40 11 。
11 オ オ ノ、 土2 5 40 11 1 (11月23日発病)

以上の実験結果より虫媒伝染によって発病した植物の なり株は萎縮し生育が不良となる。花糖、の花数が少な

病徴を記すと次のごとくである。 く，犯となる。

ι トマト萎黄病による病徴 f. ニンジン萎黄病による病徴
i ツクパネアサガオ i ツクノぜネアサガオ

頂葉退緑し，後株は上部より下部に向い黄緑色を皇す ト7 ト萎黄病による病徴と同様である。

る。頂部および肢芽よりの枝条は退緑し葉柄の伸長し 11 ?ノレパタバコ

た小葉を叢生する。 向上。

ii 7)レノてタノぜコ iii ジャガイモ

頂葉退緑し，後株全体が退緑する。退緑しかっ伸長し 頂部退緑し，上葉の葉縁あるいは葉裏が少しく紫色を

た小葉を叢生する。 帯びることがある。上小葉が上方に巻くことがある。紫

111 ニンジン 紅色の空中塊茎を生じ，空中塊茎よりさらに小葉を生ず

いちじるしく退緑した黄緑色の新葉を生す、る。葉柄が ることもある。生育がし、ちじるしく不良となる。

少しく振れることがある。新葉は叢生する。 IV ニンジン

IV アカツメクサ トマト萎黄病による病徴と同様である。

退緑しいちじるしく小形のとなった葉を叢生する。 V ニチニチソウ

葉柄はきわめて短かくなる。葉は抽出後展開が遅れ，貰 同上。

白色を皇し後小形の葉を展く。古菜:がときに葉縁赤紫色 VI エゾギク

を呈することがある。株全体の萎縮はし、ちじるしい。 同上。

V ニチニチソウ g. ジャガイモ天狗巣病による病徴

病徴発現までの期間はかなり長い。頂葉は葉脈透化し ?ノレパタバコ

次第に退緑する。後退緑した小葉を頂部および版芽より 植物体全体がやや退緑し，頂葉および版芽は退緑し，

叢生する。花色は淡くなる。 伸長した小形の葉を生ずる。

vi エゾギク ii Nicotianaザlvestris

頂葉退緑し，葉脈透化する。後茎葉はし、ちじるしく退 全株やや退緑し，新葉および肢芽は退緑，伸長した小

緑する。株は萎縮する。花は小形となり，花弁は奇形と 形の葉となり，叢生する。

なる。後株は叢状となる。 111 タバコ

vii オオバコ 上葉および肢芽は退緑，伸長した小形の葉を生じ，叢

頂葉の葉脈は透化し，後著しく退緑する。葉は小形と 生する。
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IV アカツメクサ

業および葉柄はL、ちじるしく退綜し，初めはほとんど

黄白色の小葉を生ずる。葉柄はいちじるしく伸長し，叢

~Iーする。

v ニチニチソウ

トマト，ニンジンの萎賀病の病徴とほとんど同じで

ある。

以上の諸点から考察して， ト7 ト萎黄病とニンジン萎

黄病は同じウイノレスに原因するウイノレス病で権病植物の

病徴から見て asteryellows virus こ属するものと考え

られる。ニンジン萎黄病は根本 (1966)の報告せるもの

ときわめてよく一致している。なお SEVERIN(1930， 32) 

はニンジン萎黄病が Cicadulasexllotataによりうつる

ことを報告している。 トマトおよびニンジン萎黄病とジ

ャガイモ天狗巣病の寄主植物における病徴の差異を挙げ

れば次のようになる。

1. ツタバネアサガオ

ジャガイモ天狗巣病により感染しなL、。

トマト，ニンジン萎主主病により退緑，萎縮，叢生。

2. ト 7 ト

ジャガイモ天狗栄病により株は退緑し，伸長した退

緑小葉を生ず。

トマト，ニンジン萎黄病により退緑，生育の進むに

つれて頂葉萎縮してちりめん状になり株は叢状と

なる。

3 ジャガイモ

ジャガイモ天狗巣病により天狗巣症状となる。

トマト，ニンジン萎黄病により紫染萎貰病となる。

4. アカツメクサ

ジャガイモ天狗巣病により退緑かつ伸長した葉を叢

生する。

トマト，ニンジン萎黄病により退緑かつ萎縮(茎が

のびぬ)した葉を叢生する。

他の植物ではジャガイモ天狗栄一病とト 7 ト，ニンジン

萎黄病による病徴にばあまり差が認められなかった。

xv. 論議および結論

北海道勇払w早来地方で、はジャガイモ天狗巣病が1950
年頃から大発生したが，これと相前後してジャガイモ紫

染萎黄病が発生し，天狗巣病の激減とは逆に紫染萎黄病

はその発生が漸増の傾向を示し，北海道各地に広まりつ

つある現状である。胆振馬鈴薯原原種農場では 1959年

まで黒淀、病類似病害として取扱っていた病害が木病で

あり，また 19fi6年の調査により従来生育異状株として

Jム取られていた)j)i芽問もないジャガイモもほとんど本病

恨病株(塊芸:'{J;染株)であるととが判明した。 三の紫染

萎2奇病の病原ウイノレスは寄主範閤， :1妥訴J感染櫛物の病徴

などからエゾギク萎黄病ウイノレス (asteryellows virus) 

と考えられ，系統も 2，3あるやに推測される(大山・後

藤， 195fì; 大川i ・ fI~本， 19fi2， fi4)。

外国において asteryellows virusに系統のあること

が知られているが，これらはウイノレスの寄主範囲，寄主

植物の病徴，媒介昆虫の種類が異なり，交叉免疫の研究

など、が行なわれている。仕上界各地に発生する広義の

yellows typeのウイノレスは多数知られ，それらウイノレ

スの相互の比較，あるいはわが国の asteryellows virus 

との比較，さらには本ウイノレスの系統などについての研

究は今後の研究課題と考えられる。すなわちはolbur

virus， parastolbur virus， mctastolbur virus， tomato 

big bud virus， clover phyllody virus， clover dwad 

virus， Crimean yellows virus， strawberry green petal 

vIrus， cranl国rryfalse-blossom virus， potato witches' 

broom virlls， British clover witches' broom VlruS， 

European aster yellows virllsならびにアメリカ，カ

ナダなどの ast巴ryellows virllSなどとわが国の aster

yellows virusとの関係など多くの問題があり，媒介昆

虫の種類とか， virus geographyの問題も研究が必要で、

ある。ヨーロッパではとくに yellowstypeのウイノレス

病の研究が最近活滋となりつつあり，多くの研究が発表

されている。

われわれの取扱ったウイノレスは asteryellows virlls 

と考えられ， ジャガイモの病徴， キキョウナデシコ

(Phlox drummolldめへの病原性その他から Californian

aster yeIlows virusに近いものと考えられる。ただオ

ランタミツパ(セノレリー)には確実と思われる感染が認

められなかったが，これはセルリーの品種の問題その他

検討すべきことが多いと思われる。 ジャガイモの罷病

株の病徴は late-breaking disease (MILBRA TH and 

ENGLISH， 1949)に酷似するが， このウイノレスは aster

yellows virlls の1系統と考えられている (RAYMER

and AMEN， 1954; RA YMER and MILBRA TH， 1960)。

わが国のジャガイモを侵す yellowstypeのウイノレスは

aster yellows virusであって，その vectorはキマダラ

ヒロヨコバイ (Scleroracusflavopictus (ISHIHARA))で

ある(福士・根本， 1953， 54)。該虫は北海道各地に見出

されるが，とくに勇払郡早来町および虻田郡真狩村付近

に多L、。 Californianaster yellows virusには多くの媒

介昆虫 (SEVERIN，1947， 48)が知られているので，わが
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国でもキ 7 ダラヒロヨコバイ 1種のみが媒介昆虫である

か~かが今後の問題であろう。キマダラヒロヨコバイの

発生は年 2 回と考えられるが，最初Jの発生の山から 30~

40日後に紫染萎黄病の発病の山が認められる。この両者

の関係は著しく密接である。本病の塊茎伝染率は低いが

これは，感染が生育後期におこることもその一因であろ

う。塊茎内におけるウイノレスの不均一分布を主張する者

もいる (RICHARDSONand RACICOT， 1958)。一方根本

(1967)はジャガイモ紫染萎黄病タイプ IIIは相当高率の

塊茎伝染をすることを報告した。 asteryellows virus 

は寄主範囲が広く， yellows typeの罷病植物に見られ

る多くの特徴ある病徴が見られた。すなわち萎黄，叢生，

萎縮，脊形，花の奇形，業化 (phyllody)などが見られ，

ときに花弁の緑化 (virescence)が認められた。私共が

胆振農場およひ、その周辺で、試験圃を含めて自然状態、で観

察した擢病植物は9科25属31種 1変種であるが，実際

に接種試験を行ない，さらに擢病植物が増加することが

認められた。 KUNKEL(1926， b; 1931)は 38科15属

170種の植物をあげ， KUNKOWSKI (1958)は39科 270

種以上の植物が侵されるとしている。胆振馬鈴薯原原種

農場およびその周辺では萎黄症状を示す植物はきわめて

多いが，この農場周辺ではジャガイモ天狗巣病もきわめ

て少数ではあるが発生し各種の植物に asteryellows 

virusによるものと同様の病徴を生ずるので， これら催

病楠物の病原ウイノレスを検定したところほとんど aster

yellows virus と考えられた。また{呆毒虫の検定の結果

も同ウイノレスを保毒しており，その保毒率は約 6.9~らで

あった。 しかし本ウイノレスが persistentvirusなるこ

とを考えるとその伝播は軽視できないと思う。本病の一

次感染あるいは翌年樫病境茎の茄芽直後の被害はかなり

著しいので，木病漸増の傾向にかんがみ，一段の注意、が

必要であろう。これは近年アカツメクサの栽培が急激に

'増加しこれを産卵越冬植物とする該虫の増加が本病増

加の原因の一部かと思惟される。 asteryellows virus 

はその寄主範囲が広く，札幌周辺でニンジンあるいは卜

7 トを侵し，萎黄病を起して問題を提起している(恨木，

1966 ;本文)。

aster yellows virusの系統の問題，虫体内増殖，組

織I音養，細胞の病変など海外における報告は多いが，血

清学的研究は抗血清ーが得られないために行なうことがで

きず¥粒子の形態についても確実でなく，今後に残され

た問題はきわめて多い。

XVI.摘 要

L 北海道勇払郡早来地方に発生するジャガイモ紫染

萎黄病ならびに萎茂病型の病徴を示す多くの組物につい

て実験および調有、を行なった。

2. ジャガイモ紫染萎黄病は近年増加の傾向を示し

農林省胆振馬鈴薯原原種農場での発病率は 0.01-0.45%

(悶場全株中)となっている。その被害は年により異なる

が 37.5~93.2% となっており，健全のものに比して小形

の塊茎が多くなる。またうその発生分布は北海道各地に

及んでいる。

3. 本病は低率的ヲ35'0)ではあるが塊茎伝染が認めら

れる。これは本病の感染時期の遅いこともその一因であ

ろう。

4 本病はキマダラヒロヨコバイ (Scleroracusfiavo-

ρictus)によって媒介されるが，該虫は北海道各地で採集

され，年2回の発生があり，静化後羽化するまで大体28，

9日位かかり， 各齢に要する日数は 3~6 日，ときに 10

日近くと思われる。

5 早来地方に楼息するキマダラヒロヨコバイ (1962

年)の保毒虫率は6.9%で，その保有するウイルスはヱ

ゾギク萎黄病ウイルス (asteryellows virus)であった。

6. 胆振農場およびその周辺で萎黄病の症状を示す植

物が多数発見され，自然感染した植物(試験闘を含めて)

は9科25属 31種 1変種であった。

7. 胆振馬鈴薯原原種農場での紫染萎黄病の発病状況

を見ると発病頻度は北側より南側に多いようであるが，

有意、差は認められず，圃場全面に一様に発病株が認めら

れた。

8 キ7 ダラヒロヨコバイの発生と紫染萎黄病との関

係を見ると，キ 7 ダラヒロヨコバイの発生の山は6月下

旬と 8月下旬に2回認められ，紫染萎黄病発病の山は8

月初旬であった。すなわち第1回目のキマダラヒロヨコ

ノマイの発生の山から約 1カ月余の後に紫染萎黄病発病の

1.1.iが現われる。

9.早来地方に見られる萎友病型の病徴を示す多くの

植物(ジャガイモ紫染萎黄病を含めて)の病原ウイノレス

について緩衝試験を行なったところ， aster yellows 

virusと思われるものが得られた。

10 接木試験およびキマダラヒロヨコバイを用いて行

なった接種試験ではツクパネアサガオは asteryellows 

virusには侵されないようである。

11.札幌地方に発生したトマトおよびニンジンの萎寅

病はともにエゾギタ萎黄病ウイノレスに起因するものと考
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えられた。

引用文献

1. BLA TTNY， C. 191i1. La variabilite du niveau du 

virus de la jaunisse chez AlliulIl amtelο'traslIl 

L. subsp. tOlTllII1 L (REGEL). BioL Plant Acad. 

Sci. bohemosL 3; 34-38 

2. BONDE， R. and Schultz， E. S. 1953. Purple-top 

wilt and similar diseases of the potato. Me 

Agr. Exp. Sta. BuJI. 511: 1-30. 

3. BRCAK， J. 1962. Urcovani viru Bramboru po-

moci elektronoveho mikroskopu a prenosem na 

differencni hostitele. Ann. Acad. tchecosL Agr. 

35: 89-108 (RAM 41: 538). 

4. CHIYKOWSKI， L N. 1962. Scathytotius acutus 

(SA Y)， a newly d山 overed vector of celery-

infecting aster yellows virus. Canad. ]ourn. Bot. 

40 : 799-801. 

5. Epps， W. M. 1943. Purple-top wilt of potatoes 

Thes. Cornell Univ. 1942: 363-365 (RAM 24: 284). 

6. FEDDERSON， H D. 1959. Facts about purple 

top wilt in potato crops. Journ. Dept. Agr. S. 

Aust. 62; 357-360. 

7. FOLSOM， D. 1940. Potato yellow-top and un 

mottled curly dwarf in Maine. Me. Agr. Exp 

Sta. BulL 446: 87-95. 

8. FRAZIER， N. W. and POSNETTE， A. F. 1958. 

Relationships of the strawberry viruses of Eng-

land and California. Hilgardia 27・455-513.

9. FRAZIER， N. W. and 5EVERIN， H. H. P. 1945 

Weed-host range of California aster yellows 

Hilgardia 16: 021-650. 

10. FREDERIKSEN， R. A. 1962. Studies on the trans-

mission， e妊ectand control of 2 viruses on Linu1ll 

usitatissimum L. Diss. Abstr. 22: 3800-3801 

(RAM 42:25) 

11. FREDERIKSEN， R. A. 1964. Aster yellows of 

flax. Phytopath. 54: 44-48 

12. FREIT AG， J H. 1956. Western aster yellows 

virus infection of squash， pumpkin， and cucum-

ber. Phytopath. 46: 323-326. 

13目 FREITAG，]. H. 1958. Cross protection tests 

with three strains of aster yellows virus in host 

plants and in the aster leafhopper. Phytopath. 

48・393.

14. FREITAG， ]. H. 1962， a. Leafhopper transmis-

sion of three strains of aster yellows virus to 

barley. Plant Virology: Proc. 5th Conf. Cze-

choslovak Plant Virologists， Prague: 136-142. 

15. FREITAG， J. H. 1962， b. Leafhopper transmis-

sion of Western aster yellows virus to legumes 

and solanaceous plants. Phytopath. 52: 128-133. 

16. FREITAG，.J目 H.1963. Cross protection of three 

strains of aster yellows virus in the Jeafhopper 

and in the pJant. Neth.]. Plant Path. 69: 215. 

17目 FREITAG， J. H. 1964. Interaction and mutuaJ 

suppression all10ng three strains of aster yellows 

virus. Virology. 24: 401-403 

18. FREfTAC， J. H.， ALDRICH， T. M. and DRAKE， R. 

M. 1962. The control of the spread of aster 

yellows virus to celery. Overdruk uit de ll1ede-

deJingen van de Landbouwhogesehool en d巴

Opzoekingsstations van de Staat te Gent 1962 

DEELXXVII; 1047-1052 (RAM 42: 435). 

19. FREITAG， J. H. and TOMPKINS， C. M. 1963. 

Corkscrew symptoll1s caused by ¥Vestern aster 

yellows virus on gladiolus. Plant Dis. Reptr. 

47: 1i17-621目

20. 福土良吉 1930 日本におけるエゾギクの萎貨病.

農業及園芸 5:577-584. 

21 福士貞吉・根本正康 1953. 翠菊萎貨病の媒介昆虫

Virus 3: 208. 

22. 福士貞吉・根本正康 1954. 家菊萎i立病の媒介昆虫

日11'自病報 18・146.

23. FUKUSHI， T.， E. SHIKATA， H. SHIODA， E. 5EKI-

Y AMA， 1， T ANAKA， N. OHSHIMA and Y. NISHIO 

1955. Insect transll1ission of potato witches' 

broom in Japan. Proc. Japan Acad. 31; 234-236. 

24. 福士貞吉・凶方英四郎・塩田弘行 e関山英吉・問中一則j・

大島信行・西尾美明 1955 馬鈴薯天狗巣病の虫媒

伝染に関する研究. 北大農学部邦文紀要 2;52-61 

25 福土貞吉・四方英四郎 1959. 号鈴著天狗巣病の虫媒

伝染に関する研究ニンジン萎賞病との比較 日桶

病報 24:62. 

26. GEORGE， J. A. and RICHARDSON， J. K. 1957、
Aster yellows on celery in Ontario. Canad 

]ourn. PL Sci. 37: 132-135. 

27. HAL!SKY， P. M.， FREIT AG， J. H.， HOUSTON， B 

R. and MAGIE， A. R. 1958. Occurrence of aster 

yellows on clover in CaJifornia. Plant Dis. Reptr 

42・1342-1347

28. HOLMES， F. O. 1948. In BREED， R. 5.， MURRA Y， 

E. G. D and HITCHENS， A. P; BERGEY's ll1anual 

of deterll1inative bacteriology. lith ed‘ 

29. ISHIHARA， T. 1953. SOll1e new genera including 

a new species of Japanese DeJtocephalidae (He-

ll1iptera). Trans. Shikoku Entoll1. Soc. 3; 192-

200. 



村山・四方・塩田・関山・桜井・和賀・谷津・島本: 馬鈴薯紫染萎黄病に関する研究 (第1報 267

30 石原 保 1954 日本産ヨコバイ科の数種. 動物学

雑誌 63: 266-270. 

31. ISHlHARA， T. 1965. Taxonomic position of so・

me leafhoppers known as virus vectors. Conf. 

Relationships between Arthropods and Plant-

pathogenic viruses under the United States-Japan 

scienti五Ccooperation program. 36-46. 

32. 石川定ー・関山英吉・小谷内康好 1966 ジャガイモ

葉巻病と後志地方に発生するシヤカイモ紫染萎賀病

の第1次病徴比較. 目指病報 32・310.

33. JENSEN， J. H. and TA TE， H. G. 1947. Aster 

yel10ws and its vectors on potatoes in Nebraska. 

Phytopath. 37: 69-71 

34. KLINKOWSKI， M. 1958. Pfianzliche Virologie II. 

Akademie-Verlag， Berlin: 188-190 

35. KUNKEL， L. 0目 1924. Insect transmission of 

aster ye¥lows. Phytopath. 14: 54. 

36. KUNKEL， L. O. 1925. Insect transmission and 

host range of aster yellows. Science 62・524

37. KUNKEL， L.O. 1926， a. Incubation period of aster 

yellows in its insect host. Phytopath. 16: 67. 

38. KUNKEL， L.O. 1926， b. Studies on aster yellows. 

Amer. Journ. Bot. 13: 646-705. 

39. KUNKEL. L. O. 1928. Further studies on the 

host range of aster yellows. Phytopath. 18: 156. 

40. KUNKEL，し O.1930. Transmission of aster ye-

llows to the tomato (abst.). Phytopath目 20:129 

41. KUNKEL， L. O. 1931. Studies on aster yellows 

in some new host plants. Boyce Thompson 

Inst. Contrib. 3: 85-123 

42. KUNKEL， L. O. 1932. Celery yellows of Cali-

fornia not identical with aster yellows of New 

Y ork. Boyce Thompson Inst. Contrib. 4: 405-

414. 

43. KUNKER， L. O. 1955. Cross protection between 

strains of yellows type virus. Adv. Virus Re-

search III: 251-273. 

44. KUNKEL， L. O. 1957. Acquired immunity from 

infection by strains of aster yellows virus in 

aster leafhopper. Science 126: 1233. 

45. LACHANCE， R. 0.， DUNCAN， J. and CONTURE， 

G. R. 1963. Some observations on aster yellows 

and its vector. Forty third report of the Quebec 

Societv for the Protection of Plants. 1961‘19-22 

(RAM 43: 337). 

46. LARSON， R. H. 1959. Purple top hair sprout and 

low soil temperature in relation to secondary or 

sprout tuber formation. Amer. potato Journ. 36・

29-31 

47. LEACH， J. G. and BISHOP， C. F. 1946. Purple-

top wilt (blue stem) of potatoes. W. Va. Agr. 

Exp. Sta. Bull. 326: 35 (RAM 26・411-412).

48. LEE， P. E. 1961. Some studies on the aster-

yellows virus and transmission by th巴six-spotted

leafhopper， Macrosteles fascゲrons(5T AL). Diss. 

Abstr. 22: 702 (RAM 41 : 375) 

49. LIPPERT， L. F. 1960‘ Spindling sprout of potato 

tubers associated with a strain of California aster 

yellows virus. Amer. Potato Journ. 37・298-305.

50. LONG， H. D. 1935. Purple-top disease linked with 

hair-sprout tubers. Iowa State Hort. Soc. Rept. 

70 : 314-316. 

51. MACLEOD， D. J. 1944. The mosaic types of 

viruses affecting potatoes in Canada and Great 

Britain. (Doctorate Thesis) University of Cam-

bridge Eng. 1・202-219.

52. MACLEOD， D. J. 1954. Aster yellows (purple-top) 

。fpotatoes. Amer. Potato Journ. 31: 119-128. 
53. MAGIE， R. 0‘ 1963. Report to the Government 

of Israel on improvement of bulb and f!ower 

production with specia¥ reference to Gladio¥us. 

Rome， F.A.O. Report 1643: 33 pp. (RAM 43 : 196). 

54. MILBRATH， J. A. and ENGLISH， W. H. 1949. A 

¥ate breaking virus disease of potatoes. Phy-

topath. 39: 463-469. 

55. 7-"田隼人・上水清澄・浅野茂義 1963. 馬鈴薯紫染萎

黄病に関する調査について，横浜植物防疫所札幌支

所， 7頁

56. MUNCIE， J. H. 1932. Yellow dwarf and “moron" 

diseases of potato in Michigan. Proceed. 18th 

Ann. Meeting Potato Assoc. Amer. 1931 : 70-73 

57. 村山大記・石川定一・関山英吉 1963，a 後志地方に

発生する萎黄病憶病植物について.日植病報 28: 

306. 

58 村山大記・極限弘行・関山英吉・島本幸典・谷津繁

1963， b.胆振農場およびその周辺における萎黄病型

の罷病植物について. 日植病報 28:307. 

59. 根本疋康 1955 翠菊萎黄病の研究‘ 日植病報 20: 

105. 

60 根本正康 1966 ニンジンの萎黄病 日植病報 32:

82. 

61.根本正康 1967. ジヤガイコE新萎黄病の塊茎伝染に

ついて. 日槌病報 33:97. 

62. NOVAK， J. B. 1959. PHsp長vekk poznani viroz 

cibulove zelening v C5R. 5born. vys. Sko¥ 

zemed.， Praha 1959: 287-309 (RAM 41: 192). 

63. OGILVIE， L. 1927. Aster yellows in Bermuda. 

A disease of many cultivated plants. Agr. Bull. 



268 北海道大学農学部邦文紀要第6巻第2号

Dept. Agr. Burmuda 6: 7-8 (RAM 6: 667) 

64.大島信行 1954. ナンテンハギ (Vicia仰のiugaAL. 
BR.)の天狗巣病.北海道農試奨報 66: 33-35， 1954. 

65 大島信行 1955 トマトに発生するこ萎黄病型病害

について.北日本病害虫研究会年報 6・74-75.

66. 大島信行 1960. ジャガイモのウイノレス病. 日高・

平井・村山・与良編集.植物ウイノレス病一実験法と種

額:284-300，朝倉書庖.

67.大島信行・後藤忠則 1956. 北海道に発生するこつの

萎貰病型ノミイラス病について.日植病報 21・32，(a); 
北海道農試実報 71: 56-66， (b) 

68 大島信行・後藤忠則 1957，a. 馬鈴薯に発生する萎寅

病について. 日植病報 22:59-60. 

69.大島信行・後藤忠員Ij1957， b. 植物ウイノレスの接木伝
染について. 日植病報 22:60. 

70.大島信行・後藤忠則・田中一郎 1957，c. 馬鈴薯天狗

巣病と他の類似病害の比絞 日植病報 22:60. 

71 大島信行・根本正康 1962，a. ジャガイモ新萎黄病に

ついて. 日植病報 27:267. 

72.大島信行・根本正康 1962，b. 馬鈴薯に発生する新ウ

イノレス性萎黄病.北海道農試実報 79・58-60.

73. 大島信行・根本正康 1964 ジャガイモ新萎黄病につ

，いて. 日植病報 29:25-32. 

74. ORTON， C. R. and HILL， L. M. 1937. An un-

described potato disease in West Virginia. ]ourn. 

Agr， Res. 55: 153-157. 

75. RAYMER， W. B. and AMEN， C. R. 1954. An 

association of late-breaking virus in potato with 

a phyllody condition in Ladino c1over. Phy-

topath. 44: 503. 

76. RA YMER， W. B. and MILBRA TH， J. A. 1960. The 

identity and host relations of the potato late-

breaking virus. Phytopath. 50: 312-319. 

77. RICHARDSON， L. T. and RACICOT， H. N. 1958. 

Observations of tuber transmission of aster ye-

llows (purple-top) of potatoes. Plant Disease 

Reptr. 42: 1039-1042. 

78. ROBINSON， D. B. and CAMPBELL， J. E. 1958. 

Observations of purple top of potatoes in Prince 

Edward Island. Plant Disease Reptr. 42: 337 

338 

79. SANFORD， G. B. and CLA Y， S. B. 1941. Purple 

dwarf， an undescribed potato disese in Alberta. 

Can. Journ. Res. Sect， C. 19: 68-74 

80. 関山英吉 1962. キマダラヒロヨコバイの生態なら

びに防除.植物防疫 16: 271-273. 

81. SELF， R. L. 1953. Purple-top disease of the 

potato in Wisconsin. ¥Visconsin Agr. Exp. Sta.， 

Res. Bull.: 184. 

82. SEVERIN， H目 H.P. 1929. Yellows diseas巴 of

celery， lettuce， and other plants， transmitted by 

Cicadula sexnotata (F ALL.). Hilgardia 3: 543-

582. 

83. SEVERIN， H. H. P. 1930. Carrot and parsley 

yellows transmittecl by the six-spotted leafhopper， 

Ci，ωdula sexnotata (F ALL.). Phytopath. 20: 920-

921目

84. SEVERIN， H. H. P. 1932. Transmission of carrot， 

parsley， and parsnip yellows by Cicadula divisa 

UHL. Hilgardia 7: 163-179. 

85. SEVERIN， H. H. P. 1934， a. Experiments with 

the aster yellows virus from several states. 

Hilgardia 8 : 305-325. 

86. SEVERIN， H. H. P. 1934， b. Transmission of 

California aster and celery-yellows virus by three 

species of leafhoppers. Hilgardia 8: 339-361. 

87. SEVERIN， H. H. P. 1942. Infection of perennial 

Delphiniums by California-aster yellows virus. 

Hilgarclia 14: 411-430. 

88. SEVERIN， H. H. P. 1947. Newly discovered leaf-

hopper vectors of California aster yellows virus. 

Hilgardia 17: 511-519. 

89. SEVERIN， H. H. P. 1948. Transmission of Cali-
fornia aster yellows virus by leafhopper species 

in Thamnotettix group. Hilgardia 18: 203-216. 

90. SEVERIN， H. H. P. and FREIT AG， J. H. 1933. List 

of ornamental fiowering plants naturally infected 

with curly top or yellows diseases in California. 

Pl. Dis. Reptr. 17: 1-2. 

91. SEVERIN， H. H. P. and FREITAG， 1. H. 1934. 

Ornamental fiowering plants naturally infected 

with cur¥y-top and aster-yellows viruses. Hil-

garclia 8: 233-260. 

29. SEVERIN， H. H. P. and FREITAG， .T. H. 1945. 

Additional ornamental fiowering plants naturally 

infectecl with California aster yellows. Hilgardia 

26 : 599-618. 

93. SEVERIN， H. H. P. ancl HAASIS， F. A. 1934. 

Transmission of California aster yellows to pota-

to by Cicadula divisa. Hilgardia 8: 329-335. 

94. SHARMA， B. B. ancl SAXENA， B. N. 1959. A 

suspected virus clisease of potato. Rev. Mycol. 

Paris 24: 365-367 (RAM 40: 611). 

95 塩田弘行・関山英吉・谷津繁 1960，a 馬鈴薯紫染萎

貰病に関する研究(発生実態について).日植病報

25 : 234-235. 

96. 塩田弘行・関山英吉・谷津繁 1960，b. 馬鈴薯紫染萎

賞病に関する研究(接種試験). 日植病報 25・235



村山・凶方・塩凹・関山・桜井・和賀・谷津・島本.t¥i鈴著紫染萎黄病に関する研究 (第1報 269

97. 塩田区行・関山英吉・谷津繁 1962，a. ジャガイモ紫

染萎貰病に関する研究 I 発生.，病徴および接種試

験.植物防疫 16:274-276 

98 塩田弘行・関山英吉・1蛍井博 1962，b. ジャガイモ紫

染萎黄病に関する研究 lI.病徴と収量との関係ー他

物防疫 16・323-325.

99.塩田弘行・谷津繁・関山英吉 1963. ジャカイモ紫染

萎黄病の発生について.日植病報 28:306-307 

00. SMITH， F. F. and BRIERLEY， P. 1961. Ornamen-

tal plants as virus reservoirs. J. Econ. Ent. 54・

506-508 

01. SMITH， K. M. 1957. A textbook of plant virus 

diseases. 652 pp.， Churchill. 

02. SMITH， R. E. 1902. Growing China aster. Hatch 

Exp. Sta. Massachusetts Agr. Coll. Bull. 79 : 26 pp. 

03 田中一郎・成田武四・大島信行・後藤忠貝IJ1953. 馬鈴

薯天狗巣病とその寄主範囲について.北海道農試集

報 64・100-112.

104 田中一郎・大島信行・後藤忠貝Ij1951.馬鈴薯天狗巣

病の寄主範囲. 日植病報 16・174.

105目 YAMAGUCHI，M.， SEGELMAN， G. and LIPPERT， 

L. F. 1956. Potato hair sprout disorder of 

potatoes causes problems for processors and 

seed producers. Amer. Pot. ]ourn. 33φ362 

106. YOUNK!N， S. G. 1943. Purple-top wilt of 

potatoes caused by the aster yellows virus. 

Phytopath. 33: 16; Amer. Potato Journ. 20: 

177-183 

Summary 

Potato purple-top wilt has been increasing year 

by year in several places in Hokkaido since 1950 

and causing reduction from 6.8 to 62.5'7"0 of potato 

yields. Before 1950， the diseased potato plants show-

ing curling up of the basal parts of the uppermost 

leaves， which were tinted with pink， reddish-purple 

or pale purple color， and also those showing yellow 

or pale purple leaves， were rogued out as Rhizoc-

tonia disease. Many diseased plants showing yellows 

symptoms were found in the central parts of 

Hokkaido， especially the lburi and Shiribeshi dis-

tricts. The symptoms of diseased potato plants are 

quite similar to those of plants infected with aster 

yellows virus， but they are somewhat di妊erentowing 

to the potato varieties. The initial characteristic 

symptoms of diseased potato plants are the yellow-

ing， and rolling-up of the basal parts of leaflets of 

young leaves. Sometimes the leaflets are tinted with 

a pale reddish color， especially in lrish Cobbler and 

Norin No. 1 varieties， and a reddish-purple color in 

Benimaru variety. The small tubers increased great-

ly in number in the diseased plants. The tubers 

produced by the diseased plants often sprouted as 

slender shoots called hair sprouts， and about 3% 

of the diseased tubers produced diseased plants. 

Reddish-purple aerial tubers are often produced in 

the leafaxils. The causal virus of these diseases 

is considered to be aster yellows virus， and the 

vector of the disease is a leafhopper， Scleroracus 

flaωpωω(ISHIHARA)， which is captured abundantly 

where the disease is prevailing. The insect appears 

twice in a year; the beginning of May and then 

the end of July or beginning of August. The eggs 

were often observed inside of the stems and on the 

surface of the leaves of red clover plants， and also 

on Erigeron annuus plants. 

Many potato plants were infected with the virus 

about one month later when the peak of the insect 

population was recognized at the end of June in the 

potato五elds. The insect develops wings about one 

month after hatching. Th巴 insectswere captured 

abundantlyaround the lburi Seed Potato Foundation 

'Farm in Hokkaido and it was found that these 

insects were confirmed to be infected with aster 

yellows virus in the ratio of 6.9'7"0. Potato plants 

infected with purple-top wilt were found scattered 

throughout the五eld，but it was recognized that 

there was a tendency for more diseased plants to 

occur in the southern parts of the potato五eld，where 

the vectors were captured abundantly. There are 

many dis伺 sedplants showing symptoms around the 

Foundation Farm near the town of Hayakita. These 

include aster， cosmos， calendula， pepper， tomato， 

petunia， red clover， c'lrro~ ， Cucumis melo var. ma-

kuwa， and others. The diseased plants were 29 

species and one variety belonging to 9 families. It 

is considered that the biennial and perennial plants 

of these diseased plants are the source of the disease. 

ln a pasture located very c10se to the lburi Potato 

Foundation Farm where many wild plants showing 

yellows symptoms and the numerous vectors were 

found， many species of plants were sown or trans-

planted during three years， in order to know the 

natural infection in the pasture. Sixteen species and 

one variety belonging to 4 families were infected in 

the experimental plots in the pasture. ln all there 

were 31 species and one variety belonging to 9 famト

lies which were infected with the virus. ln order 
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to determine the causal virus of these diseased plants the potato plant and since the symptoms of other 

around the Foundation Farm， inoculation experiments diseased plants are quite similar to that of the strain 

were performed by the leafhopper by using the test of aster yellows virus， but further experiments will 

plants; aster， cosmos， carrot， red clov巴r，Vinca rosea， be needed to con五rmthe results obtained there 

Nicotiana r・ustica，petunia， Phlox drummondii， toma- There are many a1lied viruses in the wor1d， such as 

to， potato， wild species of potato and celery， in 1962 the strains of aster yellows virus in America and 

and 1963. It was found that the causal virus is also the European yellows type viruses; stolbur 

mostly aster yellows virus， but in some cases the virus， parastolbur virus， metastolbur virus， tomato 

causal virus was uncertain， because the symptoms big bud virus， clover phyllody virus， clover dwarf 

did not appear for several months or the inoculated virus， Crimean yellows virus， strawberry green petal 

plants died during the experiment. It was recognized virus， cranberry false-blossom virus， potato witches' 

that tomato and carrot yellows found in Sapporo broom .virus， British clover witches' broom virus， 

were also infected with aster yellows virus. It is European aster yellows virus. Experiments must 

considered that the causal virus of diseased potatoes b巴 conductedto compare the virus in Hokkaido to 

and other plants found in Hokkaido is very close the other viruses mentioned above. 

to the California aster yellows virus， since it infects 
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付表 胆振馬鈴薯原!京種農場における旬別気象表 (1962-1966年，但し 4-10月まで)

平
ロn
M旬

照

(h) 

52.8 
46.9 
61.4 

i上旬
平年 ! 
4月 {中旬
川 l下旬

[上旬
5月 (中旬
l下旬

4.2 
5.4 
7.4 

9.5 
10.7 
13.2 

9.6 
10.9 
13.4 

16.0 
16.9 
18.5 

口町
-1.2 
0 
1.3 

3.0 
4.6 
7.7 

低|湿Jl 
65.6 
68.6 
64.8 

64.8 
68.2 
71.3 

降水量

(mm) 

25.8 
33.9 
25.7 

19.9 
27.7 
31.7 

62.7 
61.9 
61.6 

句
旬
旬
一
旬
旬
旬

上
中
下
↑
上
中
下

同

川

日

川

6

ワ
d

13.3 
14.7 
16.2 

17.7 
18.9 
21.1 

17.9 
19.8 
21.0 

21.9 
22.7 
25.3 

8.8 
9.6 
11.3 

13.4 
15.0 
16.9 

78.9 
77.4 
80.1 

83.0 
77.2 
84.2 

44.4 
30.2 
30.3 

45.5 
40.8 
68.6 

43‘0 
50.7 
52.6 

39.5 
33.1 
42.5 

t上旬
8月 (中旬
t下旬

21.4 
21.5 
20.4 

句、

υ
F
h
U
に
d

q
u
R
d
a
m
-

つμ
つ白っ“

17.5 
17.5 
16.2 

84.1 
84.5 
82.4 

39.9 
62.5 
46.2 

40.8 
39.5 
46.3 

i上旬
9月 (中旬
l下旬

18.5 
17.1 
14.1 

23.4 
22.4 
20.4 

13.6 
11.7 
8.0 

82.0 
78.6 
79.0 

63.3 
72.5 
38.9 

44.7 
47.0 
49.7 

t上旬
10月 (中旬
1下旬

11.6 
10.0 
7.7 

18.1 
16.5 
14.4 

5.2 
3.5 
1.0 

75.1 
73.0 
70.0 

32.8 
30.8 
26.8 

55.9 
48.6 
53.1 

旬
匂
旬

上
中
下

，EE
E

，、
E
z
-
-

、

持
月
po 
内
Y
A
A
1

旬'
ヮ“

η
t
ゥ，

E

・

に
d
n
h
v
n
汐

10.3 
13.3 
16.2 

守ムヮ“

•• 
ハU
ハU
q
δ 79.6 

的.9
26.6 
34.。

57.8 
74.8 
51.0 

I上旬
5月 (中旬

l下旬

9.8 
11.8 
15.2 

{上旬
6月 ;中旬
l下旬

i上旬
7月 (中旬
l下旬

16.7 
17.7 
19.9 

2.9 
5.9 
10.4 

86.0 
75.1 
69.6 

21.4 
24.6 
16.3 

64.9 
70.3 
50.5 

14.5 
16.1 
14.7 

17.9 
20.5 
21.1 

18.4 
21.2 
21.0 

10.9 
11.0 
8.3 

90.1 
83.2 
78.。

51.4 
19.9 
8.8 

32.9 
49.9 
86.4 

23.0 
24.0 
24.3 

12.8 
17.1 
17.9 

80.3 
91.1 
94.5 

27.6 
110.1 
59.2 

43.3 
31.5 
22.。

i上旬
8月 (中旬
l下旬

20.1 
20.7 
18.9 

23.5 
25.2 
22.4 

16.6 
16.3 
15.3 

94.7 
96.0 
95.7 

249.8 
33.0 
74.8 

24.4 
54.2 
22.5 

( J:旬
9月 (中旬
l下旬

i上旬
10月 :中旬

l下旬

19.3 
18.4 
14.5 

8.8 
8.6 
5.9 

22.8 
22.9 
19.7 

16.7 
15.5 
13.8 

15.9 
14.0 
9.2 

0.8 
1.7 
-2.0 

94.8 
98.0 
79.7 

64.4 
63.4 
73.。

33.6 
81.5 
44.3 

1.9 
21.8 
4.7 

24.8 
31.8 
49.4 

77.6 
42.0 
65.3 
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付表つづき

気 温 (OC)
湿 度 降水量 日 照

年月 旬別
均 f立 高 政 低

(%) (mm) (h) 

1963年 f上旬 3.3 7.7 -1.1 42.2 41.6 

4月 中旬 7.2 13.7 0.7 10.7 43.7 
下旬 fi.7 13.fi -0.2 31.1 63.5 

f上旬 8.8 15.0 2.5 66.2 7.2 75.6 
5月 中旬 12.9 19.3 fi.4 70.4 36.7 68目7
下旬 13.8 19.8 7.7 62.7 47.7 76.7 

{上旬 10.5 15‘2 5.9 84.0 17.8 38.6 
6月 l中旬 16.0 21.9 10.1 79.3 48.3 66.5 
下旬 17.3 21.1 13.5 94.7 38.5 39.0 

{上旬 18.2 22.4 14.1 83.0 19.4 44.4 
7月 l中旬 16.9 20.5 13.5 70.8 74.2 19.9 
下旬 21.9 25.6 18.2 87.1 59.3 56.5 

1上旬 22.8 26.2 19.5 87.9 16.8 43.4 
8月 中旬 21.2 24.7 17目7 85.6 43.3 31.6 
下旬 20.6 24.4 16.7 85.0 40.6 51.4 

J上旬 17.1 23.8 10.7 80.0 21.2 78.2 
9月 中旬 14.2 20.0 8.3 76.1 42.6 59.7 
下旬 13.4 21.0 5.9 78.0 66.9 55.0 

j上旬 10.5 16.4 4.7 76.4 4.3 66.1 
10月 l中旬 9.4 15.9 3.0 78.9 20.1 55.8 

下旬 8.2 147 17 755 14.2 67.0 

1964年 j上旬 3.7 7.7 -0.3 67.7 33.0 

4月 i中旬 6.6 12.7 0.5 73.0 28.8 57.5 
下旬 4.6 10.4 -1.2 76.0 48.0 54.9 

i上旬 11.1 17.2 5.0 68.7 25.7 47.7 
5月 i中旬 11.8 18.3 5.3 68.2 0.2 90.8 
下旬 11.6 16.2 6.8 73.5 20.7 46.7 

J上旬 14.0 18.2 9.7 87.3 110.6 29.2 
6月 中旬 14.1 18.7 9.5 83.1 64.9 54.0 
下旬 16.6 21.2 11.9 84.2 89.5 52.3 

1上旬 17.ι 21.6 13.6 85.1 46.8 37.0 
7月 l中旬 16.1 19.2 13.1 87.6 62.5 29.9 
下旬 19.3 23.8 14.8 84.3 100.7 45.5 

j上旬 19.7 23.4 15.9 85.6 29.6 34.4 
8月 中旬 22.5 26.1 18.9 89.1 45.8 23.9 
下旬 19目8 22.0 17.5 85.6 68.8 12.3 

j上旬 17.4 21.5 12.9 82.0 30.3 42.6 
9月 l中旬 14.5 20.9 8.0 74.0 47.8 51.2 
下旬 11.0 17.4 4.5 72.6 26.2 54.1 

J上旬 10.9 16.3 5.5 72.7 20.5 56.3 
10月 i中旬 10.2 17.4 2.9 71.1 8.7 59.3 

下旬 5.2 11.2 -0.8 59.3 21.2 55.7 
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年月
平

ロ
刀旬

均1最 J下最 湿度

('70 ) 

降水量

(mm) 

照

(h) 

1965年 f上旬 2.1 6.6 -2.5 9.2 50.4 
4月 I 中旬 3.2 8.8 -2.4 66.7 39.7 61.5 
下旬 5.0 10.6 -0.7 62.4 18.2 56.9 

{上旬 8.5 13.8 3.2 72.6 24.0 43.5 
5月 l中旬 10.1 17.1 3.0 72.2 22.1 67.8 
下旬 11.6 17.7 5.4 67.8 7.0 76.8 

{上旬 12.5 16.4 8.6 81.7 55.5 29.0 
6月 中旬 14.4 18.6 10.2 82.3 12.9 57.4 
下旬 17.3 22.3 12.2 77.6 11.0 77.3 

j上旬 16.5 20.1 12.8 88.7 65.1 47.4 
7月 i中旬 18.2 21.6 14.7 89.1 49.9 27.5 
下旬 19.1 22.7 15.4 84.1 27.2 44.7 

j上旬 21.0 24.8 17.2 86.3 11.6 39.0 
8月 中旬 20.5 23.4 17.5 87.5 14.7 16.7 
下旬 21.5 25.5 17.5 80.1 10.7 58.6 

{上旬 18.3 22.4 14.4 86.6 351.7 21.9 
8月 l中旬 16.0 20.6 11.3 81.6 223.3 34.9 
下旬 14.8 20.1 9.4 74.4 36.7 66.9 

J上旬 10.2 17.7 2.7 70.3 7.6 70.8 
10月 中旬 9.2 16.6 1.8 78.1 28.5 46.9 
下旬 8.3 15.7 0.9 79.5 7.5 55.3 



図版 1

1. ジャガイモ紫染萎黄病の初期病徴(農林一号)

2. ジヤ方イモ紫染萎賞病(メークイン)

3. ジャガイモ紫染萎黄病の初期病徴(男爵薯)

4. ジャカイモ紫染萎賞病の末期病徴(農林一号)

5. ジャガイモ紫染萎黄病権病株の塊茎を播種して生じた病徴(農林一号)

6 コスモスの病徴

7. トマトの初期病徴

8. ニンジンの病徴
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図版 2

1. ツタバネアサガオの病徴

2 ジャガイモ(農林一号)に生じた空中塊茎

3 ニチニチソウの病徴(右:健全)

4. マノレメタバコの病徴(右・健全)

5. キマグラヒロヨコハイ

6. エソギクの初期病徴

7 マクワウリの病徴

8. チシャの病徴

9 アカツメクサの病微
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図版 3

1. ジャガイモ紫染萎黄病の初期病徴(農林一号)

2 向上

3 ジャガイモ紫染萎寅病の末期病徴(農林一号)

4 同上

5 同 t

6. ジャガイモ催病株(農林一号)に生じた~中塊茎

7. 向 上(男爵薯)

8 同 上(男爵薯)
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図版 4

1目 ジャガイモ紫染萎黄病末期病徴(葉の巻上り oi吉中塊茎)(農林一号)

2. 向 上(葉の巻上り，~中塊茎，枯凋)

3 νャガイモ実生(農林一号)接種催病株

4. 同 上(空中塊茎を生ず)

5. 擢病株(農林一号)に生じた空中塊茎

6. 擢病株(農林一号)の花部に生じた空中塊茎

7. ジャガイモ実生(農林一号)株の初期病徴

8. トマトの初期病徴(J頁部黄化)(Marglobe) 
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図版 5

1. ジャガイモ塊茎のよf(農林一号)

ヒ段2伺:健全，下段3悩.紫1染萎1立M催的

~. トマトの初期M徴(頂部資化)(Marglobe) 

3. I白 j二 (Jfl部黄化)，ならびに淡紫色 (Marglobe)

4 権病トマト(茎より黄緑色の多数の校条を生ず)(福寿一号)

5. ンヤカイモ塊茎(農林一号) 上段:健全株の塊茎，下段.催病株の塊茎

(i. .\在病トマト(茎より多数の校条を ~tず) (福寿一号)

7 催病ジャ力イモ(気根および笠中塊茎)(農林一号)

8. 催病トマトの)旋芽(福寿一号)
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図版 6

1. ジヤカ「イモ(農林一号)に接種

2. 躍病トマトの末期病徴(縮葉族生)(Marg¥obe) 

3 トマトに接木 (Marg¥obe)

4. ツクパネアサカオの病徴(叢生)

5 擢病トマトの末期病徴(縮葉族生)(Marg¥obe) 

(i. ツタノミ不アサガオの病徴(重量生)

7. 同上

8 向上
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図版 7

1. ツタバ不アサ力オの病徴(叢生，花の奇形)

2 ツクパネアサガオ依病株の頂部の病徴

3 ェソギグの初期病徴(葉脈透化)

4. ¥liJ 上(葉脈透化，友化)

5. ':Jクハネアサガオの病徴(黄化，早期枯死)

G エソAギクの病徴(黄化，葉{ヒ)

7 ェソギクの初期病徴(黄化)
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図版 8

1. エゾギクの病徴(花の奇形，右:健全株)

2. エゾギFの7E(右:健全)

3. コスモス(左:健全株，右:擢病株)

4. 同 上(左:擢病株，右:健全株)

5. エゾギクの初期病徴(策化)

6. 接種中(左:アカツメクサ，右:エゾギク)

(左:ゴース張筒，右:カラス円筒)

7. コスモス(左:擢病株F 右端，健全株)

8 同 と(左:催病株，右・健全株)
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図版 9

1. 擢病コスモス(巻葉)

2. アカツメクサの病徴(萎縮，叢生)

3. エンジンの病徴(黄化)

4. シロウリの病徴(黄化，巻薬)

5. コスモスの病徴(花の奇形，緑化)

6. アカツメクサの病徴(萎縮，叢生)

7 ニンジンの病徴(賞化)

8. '/シトウガラシの病徴(賀化，巻葉)
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図版 10

1. マクワウリの病徴(質化)

2 マクワウリへの接種

3. マクワウリの病徴(寅化)

4. スイートピーの病徴(黄化，左.健全株)

5 ニチニチソウの初期病徴(葉脈透化)

6. 同上

7. --7ノレパFバコの病徴(葉の叢生)
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図版 11

1. 擢病ヒメジオン

2. ヒメジオン(左:健全株，右.擢病株)

3 キキョウナデシコの病徴(黄化)

4 サ γシキスミレ(左:健全株，右:際病株)

5. ヒメジォ γの花 U:3段;健全;{[，下3段:探病花)

6 ヒメジオ γの花(左:健全花，右.限病花)

7. アキノキリ γ ソウの病徴(黄化)

8. ツリガ不ニンジン(左:擢病株，右:健全株)
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図版 12

1. キンミズヒキ(左:健全株，右 隈病株)

2. 三原牧場の試験問!

3. キンセンカの羅病株

4 接種状況(虫媒伝染試験)

5. sticky trap 

6. キンセンカの樫病株

7. sticky trap 

8. sticky trap配置写真

9. キマダラヒロヨコパイの卵(アカツメクサの茎の中川根本正康氏撮影)
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